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豊かな自然は、そこに暮らす人々にとってそれだけで貴重な財産とな

ります。また、そのような環境を生かしつつ、より豊かで住みやすい生

活環境を創造するための開発も望まれるところであります。

本県には、この豊かな自然と共存しつつ悠久の歴史を築き上げてきた

先人の数多くの遺産があります。埋蔵文化財もそのーっとして保護され

次世代へ正しく継承されるべきものであります。

このような中にあって、米どころ秋田県も各方面から諸策を展開し、

時代の波に対応すべく絶え間ない取り組みがなされています。その一環

として大規模な県営ほ場整備事業(金沢地区)が計画されました。

本事業地内には十二牲B遺跡があり、平成 10年度に発掘調査を実施

しました。その結果、平安時代の遺構や遺物が検出され、特に当時遺跡

周辺で生産されていたと怠われる土師器や須恵器が多数出土したことに

より、平安時代の横手盆地における土器文化を推し測る上で貴重な資料

を得ることができました。

本報告書は、これらの調査記録をまとめたものであります。本書が、

埋蔵文化財の保護に広く活用されミ郷土の歴史や文化を研究する資料と

して、多くの方々にご利用いただければ幸いに存じます。

最後に、本調査の実施並びに本書の刊行に際し、ご援助、ご協力を賜

りました秋田県平鹿農林事務所、横手市中央土地改良区、横手市、横手

市教育委員会をはじめ、関係各位に対し深い感謝の意を表する次第であ

ります。

平成 12年3月

秋田県教育委員会

教育長小野寺 清
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1 .本書は、県営ほ場整備事業(金沢地区)に係る、秋田県横手市金沢中野字十二牲 I外に所在する

十二牲B遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である O

2.本遺跡の発掘調査は、 1998(平成 10)年5月初日から 10月6Bまで秋田県教育委員会が実施し

た。

3.調査の内容については、すでにその一部が平成 10年度『秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料』

や平成 10年度作火田県埋蔵文化財センタ一年報 17Jなどによって公表されているが、本報告書を正

式なものとする。

4.本書に使用した地図は、国土地理院発行の 2万5千分の l地形図 f金沢本町ム横手市作製千分の

l管内図「金沢地区地形図 1Jである O

5.本書に使用した土色表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色彩研究所

色葉監修『新版標準土色帖J1998年版に拠った。

6.本遺跡の出土試料に関する自然科学分析は、パリノ・サーヴェイ株式会社に委託し、その結果報

告を本書第5章「自然科学的分析jとして掲載した。

7.本書の作成にあたり、次の諸氏@諸機関よりご指導、ご教示を賜った。記して深謝の意を表する。

(五!一音順、敬称略)

利根川章彦、富田和夫、原 明芳、平JlI南、広田和穂、山田真一、綿田弘実、渡辺

埼玉県鳩山町教育委員会、埼玉県埋蔵文化財調査事業団、長野県埋蔵文化財センタ"長野県

立歴史館、横手市教育委員会

8.本書の執筆は、第2章「遺跡の立地と環境」のうち第 1節「遺跡の立地」を佐々木政任が行い、

第5章「自然科学的分析」は、株式会社パリノ e サーヴェイの分析結果報告を掲載し1 これ以外を

照井洋子と山中徹の協力を得て、小林芳行が行った。

9.第6章での記述に関する参考文献は、第4章の第3節末に掲げた0

10. 本書の編集は、本間美紀子の協力を得て、小林芳行が行った。

凡例

1.本書に収載した地図及び遺構実測図に付した方位は、国家座標第X系による座標北を示す。本遺

跡のグリッド杭産榛原点MA50(X = -69800.000，Y二=-23800.000) とした位置における座標北と磁北

との偏角は西偏 7
0
30'である。

2. 各遺構・造物に付している略記号は下記のとおりである。

遺構 SA:柱列 SB:掘立柱建物跡 SD:溝跡 SJ :窯跡 SK:土坑

SKI:竪穴状遺構 SKP:柱穴様ピット P:柱穴 SX:その他の遺構

一-11-…



遺物 RP:土器 RS:磯

3.遺構番号は、種類に関係なく検出H頂に通し番号を付したが、後に検討の結果、遺構ではないと判

断したものは欠番とした。

4.遺構の計測値のうち、深さについては確認面から最深部までの計測値とした。

5.遺物実測区!の番号は、各頁毎に一連番号を付し、遺物観察表、写真図版とも対応できるようになっ

ている O ただし、実測図もしくは写真図版のみの掲載とした遺物もある。なお、遺構内遺物出土状

況図の遺物番号は、丸閉み数字を用いて一連番号を付したが、これは遺構内遺物出土状況図毎に機

械的に一連番号を付したもので、遺構内遺物出土状況図@遺物実測図対応一覧表によって遺物実測

図と照合できるようになっている。

6.遺物観察表中の法量計測値については、遺物の各計測部位が一部欠損している場合は計測値に

( )を付し、推定値とした。

7 .挿図中の須恵器断面は、土師器と区別するため黒く塗りつぶした。

8.土層番号に用いた数字は、ローマ数字を遺跡基本土層に、算用数字を遺構土層に使用して区別し

た。

9.挿図に使用したスクリーントーンは、下記のとおりである O それ以外については各挿図中に凡例

を示しである。

-地山 磯塊 匿霊習粕薬

霞欝グライ化層 被熱痕 自然稲

切炭化物 塗り(朱) 内部黒色処理

E
 

塗り(黒)

…m
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留版20 テフラ(1， 2) ・植物荘酸体 (3)

関版21 花粉化石

図版22 木材断面



はじめに第 l

調査に至る経過第 1節

県営ほ場整備事業(金沢地区)の計画地域は、西奥羽最大の盆地であり秋田県の穀倉地菩でもある

横手盆地の中央部から南東寄り、奥羽山脈西縁に掛けての横手市北部に位置する O この地域は、米作

と果樹栽培を基幹とする農村地帯であるが、その生産基盤の整備状況は、区画や農道が狭く用排水路

とも土水路のため漏水が顕著で、、機械効率の低下及び維持管理に困窮しているのが現状である。

このことから本事業は、 1996(平成8)年度から 2000(平成 12)年度まで 5ヵ年計画で 249haを計

画面積として区画の拡大、用排水路の完全分離及び装工、農道の拡I!J言及び舗装、暗渠排水等の工事を

行って農作業機械の大型化及び作業効率の向上を図り、生産コストの低減を実現することによって農

作業受委託及び所有権移転等の流動化を促進し、農業構造の改善に資することを目指して策定され、

現在実施中である。

本事業の計画区域内に、 1985(昭和 60)年度に実施された横手市教育委員会による分布調査の結果、

周知の遺跡となっている十二牲B遺跡が存在することから、工事施行者である秋田県農政部は文化財

保護法に基づき秋田県教育委員会に埋蔵文化財の分布調査を依頼した。秋田県教育委員会は、それを

受けて 1996(平成 8)年 4月 18日から 19日まで計画区域内の試掘を行い、今後範囲確認調査が必要

であることと、範囲確認識査の結果、記録保存が必要な場合には発掘調査を実施すべきことを回答し

た。

一牲B遺跡の範囲確認、調査を実施し、 1998(平以上のような経緯に基づき、 1997(平成9)年度

った。成 10)年度にト二牲B遺跡の発掘調査を実施する

調査要項第 2節
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第 l章はじめに

調査協力機関 秋田県平鹿農林事務所
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横手市中央土地改良区

横手市教育委員会

1.秋田県平鹿農林事務所 「県営ほ場整備事業金沢地区の概要J1995 (平成7)年
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第2章遺跡の環境

第 I節遺跡の位置と立地

秋田県横手市は県南部、奥羽山脈の西縁で、横手盆地の中央東に位置する O 北を仙南村と六郷町、東

を山内村、南を平鹿町、西を大雄村と接し、面積 110.57k近、人口 41，055人 (2000年2月現在)の地方

都市である。市南部の秋田道横手インターの開通により、中心部から南に郊外型の庖舗が並び、開発

が進行中であるが冗市北部は農地の割合が多く開発の波は激しくない。

十二牲8遺跡は、横手市北部の金沢中野地区に所在し、北緯39
0

22'15ヘ東経 140
0

33'26ぺJR東
日本奥羽本線後三年駅の北東方向約1.6kmに位置する O付近の主要幹線道路は、遺跡の東を南北にはし

る国道 13号線が最も通行量が多い。向地区の北西部は、仙北郡{山南村に隣接しており、東方の奥羽山

脈中に源を発して西流する厨]11が北の市町村境となる O

一般に日本の平野(平地)は河川iの運搬・浸食作用を起源として成立し、沖積平野と称されるO 本遺

跡が含まれる横手盆地もこのひとつで、あるO 横手盆地は西奥羽盆地最大の盆地で、南北の長さ約60畑、

東西の幅約 15kmで、総面積約 900kmの南北に狭長な形状であるO奥羽山脈は第四紀の大規模な地殻変動に

よるi寝起地域であり、 も大きく急峻な地形を呈している。横手盆地の東縁は、真昼岳断層崖に

よって奥羽脊梁山脈に接する。西縁は、姫神ー大森断層崖によって、丘陵性の出羽山地に接してし唱。盆

地北部の角館付近では、分離段丘が多い。南部の国見岳断層崖と、東鳥海断層崖もきわめて明瞭である。

こうした周囲の地形との対比から、横手盆地は断層を伴った構造盆地であることがわかるO また、横手盆

地の南東に接する金峰山山地の南端からは、中山丘陵が北西五向に延び、ているO 流水の堆積作用iこより

盆地面下に理没しているが、大雄村田根森地区の北東 700m、標高 37.1mの三角点においては埋没しき

れずに露出しているO この中山丘陵を含む横手盆地は、雄物川水系の大小河川が侵食した跡を刻み、

地と丘陵の漸移地帯では複合扇状地をはじめ、多彩な小地形がみられるため、地形学的に研究対象の宝

庫であるO

金沢中野地区周辺にも、奥羽山脈西縁の複合扇状地扇央から末端にかけて南から延びる中山丘陵の

残丘が点在している O 本遺跡は厨川左岸の湯森UJ(標高 92.4m)と十二牲111(標高 90.6m)と呼ばれる

分離段丘(残丘)に挟まれた沖積地に立地している O

本遺跡付近は弥勅謄(中新世)が下層、上層に千屋層(鮮新世)が位置し、湯森山と十二牲山に挟

まれた沖積低地には砂磯(扇状地前延扇状堆積物)の堆積が奥羽山脈方向へ筋状に延伸している。こ

のことから、奥羽山脈西側丘陵地高の谷口に展開する古い扇状地から進出し、新しい扇状地を形成し

たi日河川の存在がうかがえる。この旧河川は現表土面では確認されないが、地形図の等高線のうねり

と調査で明らかになった河道跡からその痕跡を確認することができる。また、遺跡は新旧扇状地境界

にあるため、古環境では古い扇状地の扇端に位置し、比較的水を得やすかったと考えられる O

は強グライ土色の悶J11統で、本遺跡を含み、金沢中野地区に島状に分布している。一般的

にグライ土壌は浸透性の低さから、地下水が高く保たれ、水稲の生産性に都合がょいとされる。出]11

統グライ土壌は稲作lこ適しており、この性質を利用した水稲耕作が主な土地利用の現況である。
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第 2章遺跡の環境

第 1図遺跡位置図
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第 l節遺跡の位置と立地
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( 1 h)四天地山地・ (1 i)御岳山山地・ (1 j )片倉山山地

E 丘陵地

(立 d)金沢丘陵群.(n e)中自丘陵群・ (n f)吉沢丑陵群

(n h)長関森丘陵地・ (n i )後三年美入野丘阜群
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(m f)丸子)11 (六郷)扇状地.(藍 g)厨)11、中ノ白川合成扇状地ベ班 h)杉沢)11、吉沢川合成開析扇状地
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(IV e)横手川水系右岸低地ベ町 f)横手)11水系左岸低地

第2図地形区分図
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第 2章遺跡の環境

第 2節歴史的環境

横手市教育委員会が作製した横手市遺跡分布地図によると、横手市内の遺跡として 180ヵ所以上が

掲載されている。このうち縄文時代の遺跡が最も多く 100ヵ所を数え、平安時代の遺跡がこれに次ぐ。

ここでは、金沢地区を中心に横手市と仙南村の一部に所在する遺跡に触れながら、十二牲B遺跡を

取り巻く歴史的環境について概観してみたいと思う。

横手市の旧石器時代については発掘調査が行われていないので、当時どのような環境で、この地に

人々の生活が存在したのかどうかはっきりとわかっていない。縄文時代の遺跡は前述のとおり豊富で、

これまでに発掘調査を行ったほぼどの遺跡からも竪穴住居跡が発見されている。十二牲B遺跡の南東

3kmに位置する中杉沢A遺跡は、 1969(昭和44)年から 7次にわたる調査が実施され、縄文中期前葉の

竪穴住居跡が26軒も検出された集務跡である O

横手市では弥生時代の遺跡は、これまでのところ手取清水遺跡しか発掘調査されていなし1。また、

十二牲B遺跡周辺地域では弥生時代の遺跡はない。古墳時代の遺跡は、秋田県全体でもほとんど発掘

調査された例がなく、横手市では田久保下遺跡とオホン清水8遺跡の 2ヵ所が調査されているだけで

ある O それによると、オホン清水B遺跡では貼床手法の施された竪穴住居跡が検出され、 5世紀末----6

世紀始めころの須恵器が出土している。この地域ではまだ須恵器生産の技術はなかったので、出土し

た須恵器の胎土や器形の分析が行われた結果、関東以西で生産されたものであることが判明してい

るO この調査結果は、古墳時代の横手盆地においては、かなりの遠隔地との交流があり 1 この地には

まだなかった文化が着実に庶民の生活に入り込んでいたことを物語るものである。

奈良時代の遺跡は、横手市内では未発見であるが、横手盆地内まで範囲を拡大すると隣接の平鹿町

で、須恵器の生産遺跡である竹原窯跡が調査されており、須恵器生産の技術がすでに当地に伝播して

いたことが確認され、大和朝廷による地方支配とともに中央の文化の影響が少なからず強くなってい

たことが確実視されている O

平安時代になると前述のとおり横手市内だけでも縄文時代に次ぐ遺跡数となり、その種類も生産遺

跡を中心に豊富になる。文字通り生活様式の向上を示すものであると考えられる。本遺跡の南東約1.5

kmlこ物見窯跡があり、 9世紀から 10世紀前半ーまでを操業期間とする須恵器窯4基が調査された。この

他、未調査ではあるが、本遺跡の近傍には十二牲窯跡A.B、下矢来沢窯跡、保土森窯跡の存在が知

られている。また、本遺跡の南東約 1.8kmには姥ヶ沢窯跡があり、農免農道工事計画路線にかかるため

2000 (平成12)年度に発掘調査が行われる予定である。これらの窯跡の調査が進めば本遺跡出土の遺

物について何らかの方向性が与えられる可能性が高い。本遺跡の南約 1kmに位置する保土森火葬慕出

土の須恵器骨壷は、県指定有形文化財になっている。さらに、本遺跡の南東約2.5kmには上台A遺跡が

あり、 1999(平成11)年度に農免農道工事に伴って事前調査が行われた。その結果、平安時代の竪穴

住居跡 1軒、土師器焼成遺構4基などが検出されている。

平安時代後半の武家政権誕生要因のーっとして重要な位置付けになっている史実「後三年の役Jで

中核的位置を占める金沢柵跡は、本遺跡の東約 1.8kmの丘陵にある。発掘調査は行われたが、出土遺物

の多くは中世のもので、平安時代の柵跡としての遺構は検出されていない。なお、柿木の出土報告が

あるものの、正式な調査や木材の分析等は行われていない。
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第2節歴史的環続

第3図 十二牲B遺跡と周辺遺跡位置図
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第3章発掘調査の概要

1節遺跡の概観

ト二牲8遺跡は、横手市北部の金沢中野地区に位置し、厨川左岸の湯森111(標高 92.4m)と十二牲山

(標高90.6m)と呼ばれる分離段丘(残丘)に挟まれた沖積地(標高 51，-....，53m)に立地している(図版

1-1)。

本遺跡付近は弥勅層(中新世)が下層、 (鮮新世)が位置し、湯森山と十二牲山に挟

まれた沖積低地には砂磯(扇状地前延原状堆積物)の堆積が奥羽I11日照方向へ筋状に延伸している。こ

のことから、奥羽山脈西側丘陵地帯の谷口に展開する肯い扇状地から進出し、新しい扇状地を形成し

た旧河川の存在がうかがえる。この!日河川は現表土面では確認されないが、地形図の等高線のうねり

と調査で明らかになった河道跡からその痕跡を確認することができる。なお現在、遺跡の西縁付近を

仙北郡{山南村との市町村境になっている厨川が、東方の奥羽山脈中に源を発して西流する。また、遺

跡は新!日窮状地境界にあるため、吉環境では吉い扇状地の扇端に位置し、比較的水を得やすかったと

考えられる。

表層土壌は強グライ土色の田川統で、本遺跡を含み、金沢中野地区に島状に分布している。一般的

にグライ土壌は浸透性の低さから、地下水が高く保たれ、水稲の生産性に都合がよいとされる。範囲

確認調査においても須恵器や土師器の破片と共伴の独楽(木製品)が出土している。なお、問)I [統グ

ライ土壌は稲作に適しており、この性質を利用した水稲耕作が、本遺跡、を含む金沢中野地区の沖積低

地一帯における主な土地利用の現況であるのまた、遺跡を挟む湯森山と卜二牲山を含む遺跡周辺一帯

に点在する分離段丘(残丘)では、段丘の傾斜地を利用しての果樹栽培が目立つO 十二牲山の北西麓

にはト二牲窯跡A、南麓にはトニ牲窯跡Bの存在が確認されており、両窯跡とも平安時代の須恵器窯

跡として位置付けられている。

この地域は、明治期から昭和期まで断続的に区画整理.や用排水路の整備が行われてきた。特に

排水の敷設状況は、調査区内だけでもかなり古~ì ものから最近のものまで、一部重複して縮の自のよ

うに張り巡らされている。その結果、遺跡全般に渡って上層面の郎平と部分的な破壊が否めない状態

であった。しかし、依然、としてその生産基盤の整備状況は、区画や農道が狭く泊排水路とも土水路の

ため漏水が顕著で、機械効率の低下及び維持管理iに困窮しているのが現状であることから、この地域

一帯の は、遺跡がすっぽり入る形の として実施されることになった。

の縁に沿って東西に弧状の 7，580rrlを範囲としているが、

東側については現代の耕地整理に伴う地形改変が著しく、遺構や遺物の遺存状況は非常に希薄であっ

た。これに対して、湯森山南麓の調査区西側で、は、範囲確認調査においても

の破片が出土する黒褐色土の平安時代遺物包含層を確認するとともに、溝跡の一部を検出していたの

で遺跡核心部と判断していたとおり、多量の須恵器や土師器及び木製品の出土と溝跡や土師器焼成遺

構、掘立柱建物跡を中心とした 29基の遺構を検出した(第4図)。この調査区西側部分(遺跡核心部)

l土、 に設定したトレンチ及びそれに る南北に設定したトレンチから以下のとお

9 



第3章発掘調査の概要

り観察できた(第5図 e第8図@第7図@図版2-1)。

第I層は、暗褐色土 (10YR3/3)、一部暗オリーブ褐色土 (2.5Y3/3)とオリーブ黒色土 (5Y3/2)の

腐植混入及び腐植との互層になっている表土層(現耕作土を含む)である O 層厚は東寄りの部分で 20

，...._，25cIllを測り、調査区西端部の!日河道跡に向かつて漸深し、最深部で 120cIllを測るO

第立層は、黒色土 (5Y2/1)、一部灰白色土 (2.5YR8/2)及びグライ化した粘土の明緑灰色土 (5G7/

1)との互層になっている平安時代遺物包含層である。層厚は東寄りの部分で 15，......，25cIllを測り、第 I層

同様に調査区西端部の!日河道跡に向かつて漸深し、最深部で 60CIllを測る。 I日河道跡にかかる区域を除

いて、黒色土の単独層が分布する偲所では遺物の混入が極端に多く可面的な火山灰の混入も横断的に

認められる。

第亜層は、明緑灰色土 (5G7/1)である。グライ化した非常に粘性の強い多量に水分を含んだ粘土の

層である。厳密には漸移的な層位を伴っているが、本遺跡の立地する沖積低地においては広義の地山

と捉えている。

第 2節調査の方法

発掘調査はグリッド法を採用した。調査区内に任意の点 1ヵ所(国家座標X= -69800.000ラ y=“

23800.000)を選定し、グリッド原点MA50とした。この原点杭から磁北に合わせた南北基線と可これ

に直交する東西基線を設け百 4mX4mのグリッドを設定した。また1 グリッド杭には丸東から西に向

かつて東西方向を表すKD.."........KT.LA"..........LT. l¥AA"........"MQというアルファベットと、南か

ら北に向かつて昇順し南北方向を表す45.46......"....60の2桁の数字を組み合わせた記号を付し、 4m

X4mの方眼杭の南東隅をグリッドの呼称とした。

表土除去は、調査区西側の遺跡核心部を人力で行い、それ以外は全て重機で行った。第立層からの

掘り下げは全て人力で行った。

遺構の確認は、極力遺構の掘り込み国での検出に努めようとしたが、現代の耕地整理に伴う湾Ij平や

非常に水捌けの悪い土壌で百しかも

の遺構は地山面での確認となった。

の検出作業とあって慰難を極めた。その結果、ほとんど

遺物は、遺構内出土については、出土遺構名・出土層位・遺物番号@出土年月白を記入し、遺構外

出土については、出土グリッド$出土層位 e遺物番号事出土年月日を記入したラベルとともに取り

げた。

調査の記録は、主に図面と写真によった。図面は基本的には 1/20の縮尺で作成したが、一部土坑や

柱穴様ピットについては 1/10とした。遺構の平面実測や遺物の出土地点測量は各グリッド杭を利用

したが、実測作業の迅速化と省力化を図るため、一部トータルステーションを用いて光波測量を行い、

図形化処理やドットマップ化処理を施して平面図を作成した。さらに、これらの遺構平面図と調査範

囲図等から遺構配置図など必要な図面も作成した。検出遺構と遺物の出土状況の写真撮影は、 35mmの

モノクロ@ネガカラ-.カラーリバーサルフィノレムを使用した。調査現場において大部分の出土遺物

の洗浄を行い、残りは調査終了後、埋蔵文化財センター内で洗浄を行った。さらに、問センター内に

おい a 接合@実誤u• った。
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第2節調査の方法
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3節調査の経過

5月26日、三浦所長同席の下、作業員説明会を行う。センターから資材が到着し、整理収納する。

重機による表土除去を開始する。ベルトコンベアーを配置する。秋田県平鹿農林事務所(原因者)の

調査開始状況視察を受ける。 27日、基本層序確認ベルトを設定。人力による表土除去を開始する。

6月2日、グリッド杭打設現地説明会を行う (5社参加)。人力による表土除去がほぼ完了する。 5

日、表土除去が完了した区域からグリッド杭の打設を開始する。 8日、重機による表土除去及び一部排

土整理が完了する。秋田県平鹿農林事務所と協議の結果、部分的な深掘り調査が可能となった。 10日、

グリッド杭の打設が完了する。いよいよ入梅なのか、どんよりと雨混じりの天気が続く。 12日、

区西側(遺跡核心部)で土坑らしき遺構のプランを一部確認する。同区域で完形の須恵器蓋と須恵器

口縁部及び 2，...._，3個体となる土器片の塊が出土する。前週末からの連日の雨模様で調査区内の浸

水がひどく第E層の掘り下げ調査が遅々として進まないため、 ?k抜き用の排水路を掘削する。機田調

査課長補佐が来跡し、横手市教育委員会の文化財担当者による本遺跡発掘調査への参加体制(週 2，.._，3

回)について説明があった。 16日、雨が降り止まず排水作業に昆!窮を極める中、暗渠の撤去を開始す

る。現場作業を午前で打ち切る。 17日、調査区北東側のトレンチ調査を開始する。横手市教育委員会

の神谷氏と石田氏が調査に参加する。この頃から、天気の良い日には時々へピやスズメパチに遭遇す

るようになり、卜分な注意を喚起する。 18日、トータルステーションでの実測作業を開始する。金沢

公民館から担当者が来跡したので、本遺跡の発掘調査について概要を説明する。 19日、第E層の掘り

下げ中に火山灰の点在分布が確認されたのでサンフ。ル採取を開始する。粟津文化財主査が来跡、し、調

査状況を視察する。これまでに不調のベルトコンベアー 3台が使用不能となる。 23日、 SK02の一部

を検出する。文化課の武藤学芸主事が来跡、し、調査状況を視察する。横手市中央土地改良区の調査状

況視察を受ける。 24日、調査試北東側のトレンチ深掘り調査を開始する。 25日、 SK03の一部を検出

する。秋田県平鹿農林事務所の調査状況視察を受け、仮設道路の設置方法とそれによる調査工程の調

整について協議する。五十嵐学芸主事が来跡し、調査状況を視察する。 29日、 SK02改め SI旬、 SK03

改め SX03とする。 30日、基本土層断面の写真撮影を行う。横子市教育委員会の案内で、県文化財保

の高橋氏と横手市文化財保護審議会委員(兼同市文化財保護協会会長)の川越氏が来跡した

ので、調査状況の説明を行う。

7月1目、基本土層の東西方向断面実測を完了する。 2日、 SK01とSI02の精査を開始する。 3呂、

調査区西端部に貯水溝を掘削する。 6日、 SX03の精査を開始する。 9日、雨模様の天気が続き、遺構

精査が困難を極める中、排水作業に追われる日が続く。 10司、江原lil鳥1遺跡調査現場からエンジンポ

ンプ l台と水中ポンプ2台を借用する。 13日、 SX03改め SD03とする。 14日、調査区北東側のトレ

ンチ調査を完了する。調査区中央部のトレンチ調査を開始する。調査区南端部に排水溝を掘削する。

15日、 SD07を検出する。金沢公民館お達者教室の一行が調査を見学するの 16目、調査区中央部のト

レンチ調査を完了する。調査区西側の一部基本層序確認ベルトを残して地山面までの掘り下げ調査を

開始する。 17日、 SI09とSK10を検出する。センター職員の健康診断のため現場作業を午前で打ち切

る。 21日、 SKllとSK12を検出する。 22日、 SKOlの精査を完了する。 SK13とSK14及び SKP2基

を検11¥する。 23日、横手市中央土地改良区の調査状況視察を受ける。 24l=I、楼回調査課長補佐が来跡
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し、調査区北東側のトレンチ調査(一部面的拡張調査)完了に伴って、この区域の調査終了について

協議する。 27日、仙南中学校の藤津教諭が来跡し、調査状況を視察する。 28日、棲問調査課長補佐の

指導下、 S102の土層断面転写剥ぎ取りを開始する。 29日、 S102の土層断面転写剥ぎ取りを無事完了す

るo SKllを自然の凹みと判断し欠番にする。調査区西側東寄りの区域で、地山精査中に SKP数基を

検出する。横手市教育委員会の石田氏が見学希望者3名を案内して来跡し、調査を見学する。調査区

北東側の調査を終了するo30日、基本土層の南北方向断面実測を完了する。 31日、 の最深部

断面実測を完了し、この部分が河道跡であることが判明した。全基本暦序の確認を完了する。ベルト

コンベアー l台が使用不能となる O 調査区北東側を秋田県平鹿農林事務所に引き渡す。

8月3日、調査区西端部寄りの区域の地山精査を開始する。調査iヌ北東側の調査終了全景写真撮影

を行う。 4日、調査民間側南西隅で墨書土器が出土する。金沢地区ふるさとの歴史探訪の会一行による

見学会が開催される。農道下の調査開始に伴って、仮設道路の造成が完了する。 7日、翌日よりお盆休

暇に入るため機材の撤収格納と盗難防止策を施して現場を閉鎖する。 17日、農道の剥ぎ取りが完了

し、本格的に農道下の面的精査に入る。 18日、調査区中央部の地山精査を開始する。 19日、農道下の

立層精杏中に多量の須恵器と土師器が出土する。 20日、調査区西側北部の除草を行い、粗掘りの準

備を開始する。調査広西側の東端部で SX15とSD17を検出する。 21日、調査区中央部で河道跡を検

出する。 SK12の精査を完了する。 24日、調査区西側北部にベルトコンベアーを配置して粗掘りを開

始する。 25日、 SK14改め SKP14の精査を開始する。 26日、 SK13の精査を完了する。調査区西側北

部の粗掘り中に木簡が出土する。 31呂、調査区外の南側を西流する大壊と調査区中央部から出る排水

路が l本につながり、効率的な排水が行われるようになる。

9月4日、 S102改め SK102とSK10の精査を完了するo7臼、 S109改め SK109の精査を完了する。

三浦所長と楼回調査課長補佐が来跡し、調査状況を視察する。 8日、船木調査課長が来跡し、調査状況

を視察する。佐藤主事が来跡し、リース物品や購入物品の適正使用についてのチェックを行う。 9日、

富樫県教育庁参事(兼文化課長)と文化課の武藤学芸主事が来跡し、調査状況を視察する。 10日、調

査区西側北部の地山精査を開始するo 11日、農道下の第H罵精査中に SJ18とSK32を検出する。 14

日、金沢中学校の上田教諭が調査見学のため来跡する。 16日、台風5号の接近により未明から風雨が

強くなり、現場作業終日中止とする。 17日、調査区中央部の地山精査が完了したので、地山地形測量を

開始する。 18日、 SKP14" 20の精査を完了する。 21日、 SKP21" 22 " 23の精査を完了する。調査医

中央部の地山地形測量を完了する。 24日、ベルトコンベアーの撤収を完了する。調査区西側の地山地

形測量を開始する。調査区中央部の調査を終了して、秋田県平鹿農林事務所に引き渡す。 25目、調査

区西側の地山地形測量を完了し、トータルステーションの屋外システム一式を業者に返却する。 28

日、 SK31の精査中に遺構でないことが判明し欠番とする。 SKP26の精査を完了する。 29日、 SK32は

擁纏ピットであると判断する。 SD03• 07とSX17の精査を完了する。 30日、大コンテナ 38箱分の出

土遺物をセンターへ搬送する。 1tトラックをリース業者に返却する。

10月1日、ベルトコンベア一一式をリース業者に返却する。 6EI、SX15.. SJ18 • SK32及び全SKP

の精査を完了して、調査終了の調査区全景写真撮影を行う。全発掘機材の撤収を完了し、一部の 1)ー

ス機器材を残して(翌日、業者に返却)センターへ搬送する。横手市教育委員会に調査終了の挨拶を

し、秋田県平鹿農林事務所に調査区を引き渡して、十二牲B遺跡の発掘調査を終了した。

16 



第4章調査の記録

第 1節検出遺構と出土遺物

l 検出遺構

本遺跡で検出された遺構は、土師器焼成遺構 1茶、醜櫨穴様ピット 1墓、掘立柱建物跡 1棟、柱列

l条、柱穴様ピット 13基、竪穴状遺構2基、溝跡4条、土坑4基、河道跡 1本、性格不明遺構 1基の

計 29遺構である。これらの遺構は、調査区西側の遺跡核心部で検出された。土締器焼成遺構と糠擁穴

様ピットは、第立層の掘り下げ中に検出し、それ以外は全て第E層上回で検出した。ほとんどの遺構

で、確認面上か覆土上層に火山灰 (To-a)の自然堆積が認められ、また、須恵、器や土師器が出土する

ことからこれらは平安時代 (9，-._，10世紀)の遺構と考える。

主な遺構は遺構配置概略図(第4図)と主な検出遺構一覧(第2，-._，4表)に記したが、 SB45とSA46

は、調査終了後の平面図整理段階で柱穴の規則的な配置が判明したものである。 SB45の北東から南

東にかけての周辺域では、非常に密に須恵器と土締器を中心に遺物が出土しているが、 SB45内から

はほとんど遺物が出土しない空白域となっている。なお、遺構配置概略図でわかるように、 SB45と

SD03をちょうど等距離に隔てる位置に SA46がある。 SD03が多量の遺物(須恵器@土師器@木製

品)を捨てた水路跡と考えられることから、 SA46はSB45の位置する側を居住区域とし、 SD03の位

る側を非居住区域とする隔壁の役目を持った塀か柵の跡ではなし1かと推測される。

SX15は、調査区内で検出された全ての溝跡が合流する遺構であるが、その南東方向への延伸部分

が調査区外になっているため、どのような性格の遺構か特定することができなかった。しかし、廃材

と思われる加工木材や箸等の木製品、多様な器種の須恵器及び土姉器が多量に出土していることなど

から、 SX15は導水して利用した水路が全て合流する水場的施設であった可能性は考えられる。

SJ18は、第宜居中の遺物密集出土区域の掘り下げ中に、 SK32とともに偶然プランを検出したもの

であるoSJ18からは多量の土師器が出土しているが、その大部分は破片で、復原可能なものでも歪み

や剥離が著しし焼成状態も悪し1。したがって、これら SJ18から出土した土師器は焼成時の失敗作で

あると考える。また、 SJ18の底面及び壁面に見られる茶褐色の被熱涙跡は、その色や硬さから SJ18

の使用頻度が極端に低かったことを示すものと捉える。

2 出土遺物

本遺跡で出土した遺物は、須恵器@土師器@焼台@木製品等平安時代 (9，-._，10世紀)の包合層から出

したもの、中世から近t!t・にかけてのものと思われる陶磁器@木製品@銭貨@銅製品、出土数は非常

に少ないが縄文時代のものと思われる石器や石製品、そして遺構外であることと出土状況が極めて劣

悪なため、時期の特定には歪らなかった木簡や一部の木製品及び石製品等、総出土数は約 5，000点を

数える。その分布状況は、 9割以上が調査区西側(遺跡核心部)の遺構内と遺構隣接周辺域に集中して

いる。なお、核心部北側における遺構外出土遺物は、現代の地形改変痕跡(削平@撹乱)が著しい中

での出土のため、原位置として記録するには極めて難があると認識した。

17 -



cド4c 

東西ベルト南側の直属(地|

山)まで掘り下げたトレン

チから、黒褐色の半分弱の
円形プランを確認。 ベルト

SK01 I ME49 亜層 iにかかる断面から、深掘り
したと思山o ベ川~ I 
分を精査した結果、残りの
半分強の円形プランを確
モ"刃J[.'、。

東西ベルト南制の直属(地
山)まで掘り下げたトレン

チから、黒掲色の二角形の
プランを確認。ベルト部分

SKI02 I MG50 i 理層 [を精査したところ、火山灰

SD03 

SD07 

i核心部南区・北区 l 

MD47・48
五IE47・48

(半円!日〉を伴うプランを確
認。残り部分を北側のトレ

ンチから検出し、全体のプ
!ランを確認した。

7/9にSX03の延伸拡張部
分のプランを躍認した。相

長いプランが続くと考えら
買層 ! れる。 7，113にSX03改め

誼層

SD03とし、延伸拡張部分
プランを確認するむ

SD03 
査中、 l幅約 1mの帯状の
ランを確認。

第2表主な検出遺構一覧(1) 

造物等の出土状況 i 所見(時期 e性格@特筆事項) I 

誼箆 1m 44 cm (北西一南自然堆積による黒色@黒一部深掘りした所はある ム

東)、深さ 29crn、中端の褐色。援の崩落により援が、全体的に遺物は少な 土坑とみなしたが、どの
深さ 22cmの円形プランO 土の粘土が多量に混，入し かった。遺構中央部底面 ような土坑ルかはデータが
全体ボウル状で底部は鍋た所は 1í~ 灰色。粘性は に数胞の石が検出され 不ートJrl.['示日日確にママ、さな
底状。壌は凹凸あり コ.f.，，>.. 1 -l- ~n. 壬プ h

辺 2m17crn (東西)、
深さ 32cmの正方形。

北西に延びる幅平均 80
~90cm、深さ平均 22cm の
溝跡。北西に伸びる先端
は、水が湧くぬかるみに

ぶつかるので調査不可

能。南東部は SD07と
円了、寸門 J~.~ 戸. :，h骨..J--マ門司7・~ r 

褐色及び、灰黄褐色=!こ。 IV i床直に多量の炭が検出さ
層自に火山灰層があり断 内面黒色処理された土師れたが、壁面及び床直に
面にきれいな弧を描く。 器の翠([]縁部のみ)が は焼土がみられないため
VI層日には径 5~10mm く 出土。この{也、二L師器の に、そこで火が使われて
らいの炭か混じり、床直 破片が多数出土。 炭ができたとは考えられ
には炭が敷き詰められて ない。
いる。

と重なる所
I 薦、J]層 いが、その
混入しているところが多他の所では多数出土。土 溝跡の深さは非常に浅
いo m層の誌面では、グ @ili器部(高台有@高台し )0 上部か削りれ下い?
ライ北してし tるところが無)、須車器杯@長頚壷@ にしても、あまり深い蒋
多い。 市わ 1ぽ円引".，._ムム叶跡ではない。

仁に大きな石が境

出二I~o 境界外拡張
ら木材、ワラがー

木材は大小多

項恵器牽(ほぼ

など土締器を含む

も数点出土。

3初 SD03の延伸部分と
見られていたが、

域外南西に延び

跡と思われる O

当事
よゐ‘

哲H

2岩
時ト
δ 
Zコlil~ 
口」
初持拡出〉
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主な検出遺構一覧(2)

育包Jf;; 

第 3表
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噌
V
4
L

よ
人

三一月
"心、liU[ 

出土。土flili器杯@窪、須
恵器材;を合む多数の破片

が、遺構内全体からまん

べんなく出土。箸も 1点

出土c

H麗に木片や炭化物が多
く混入。

と南西隅から面的掘

下げやをしたところ、北東

ランを
SKI09 

遺構の大きさや
ピットなど、か

格は不明である。

ら、腐朽が進

と

遺構内全

土姉器と須恵器

んべんなく多

炭化物が混入し

援からの崩落し

混入した層からな

軸1m 62 cm (北東南

短 iliUl1 m 30 cm (東一

深さ 27cmの長円形。

央付近に箆 12cm、深さ

の柱穴様ピットがあ

SKI09隣接付近の SK

北制に径30cmのくぼみ、

に径 16cm、深さ 12cm

ピットがある。

フ

を確認した際、それに隣

る円形プランを確認し
MA48 SK10 

fこO

目。

t間

部

薄
日
協
議
作
き
い
げ
臨
書

SX15は溝跡と

の杭列及び角材

集合し

えられる。

07、SD16な
跡の合流区域と

る。

MA46 

MB46'47 

MC46・47
SX15 

加工材

ある)を使っ

検出された。

材を利用したものと

れる。溝の深さは浅

SX 15の方へ延び

る。

杭列を伴った

溝跡を柱穴様

ピットが切っ

ている。

8/20、核心部南区と中

部(三角地帯)

取り外し部分と延長

下)部分から、幅約 20

の溝跡を確認。

直層
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第 4表主な検出遺構一覧(3)

迫構番号 i也 思 確認、面 確認状況 切り合い関係 規模@形態 覆;土;の 遺物等の出土状況 所見(時期・性格・特筆事項)

径 1m 76crn (西一東)、 深 大量の土器片のため覆土
大分部が大量の土師器の

さ22crnの円形。緩やか は薄いが、 1J習は黒褐
破片で、いくつか完形品

一部底面から壁面立ち上立}議中の出土造物の中に土 (土師器杯。鉢・聾)が割
締器の細かい破片が多量に

な揺り鉢状の遺構で、二ヒ 色、 IIJ麗は土器片層、車
れた状態で出土した。底

がりにかけて、被熱痕と

SJ18 MB51 H層 社主じり、サブトレンチにか
器片と、焼土と思われる 層は炭、 IV層は赤茶色の

部が欠損しているが、完
思われるやや堅くしまっ

かった断面からも遺構であ
赤土が属;になって検出さ 土になっている。粘土層

形に近い状態に復原でき
た茶褐色の変色が確認、で

ることがわかっfこO れた。西側の一部がサブ に掘り込んでいないた
る長胴丸底形の土師器護

きたので土師器焼成遺構
トレンチにかかって失わ め、覆土と遺構の壁の区

が2点出土。この{也に須
(平窯)と考えられる。

れてしまっている。 別がつきにく ~)o
恵器の破片も出土。

箆40cm(西一東)、深さ 19.5
cmの|奇形フeランで、炭化物

黒色土のはっきりしたプラ
の混じった黒色土の半分を 炭化物の混じった黒色

ンが確認されていたが、一
取引埠いてみると、プラン =1::.。炭化物を取り除く

SK32は、 SJ18に伴う1SK32 MB51 IIJ醤
部を掘りすぎて残った部分

中央部にあたる所に小さな と、 E層と理層が混じっ 土師器の破片3点出土。
轍ピットと考えられる。

で確認した。
黒色土のはいったプランが た人為堆積で、中央に粘
あった。土を取り除くと磁 土騒がある。
櫨の芯棒のようなピットで

あるOZ;棒の径約6cm。

桁行2間梁行2間の掘立柱建
物跡。和行は西側で見ると総長

建物位置と造物出土位置5.30 m Ulから 2.7+ 2.6)、東制
では推定総長5.0m(北から 2.6 が全く重複しないことか

MA49 十2.4)。梁行総長は4.80mだが棟 ら、この建物は確実に古

SB45 MB49・50・51 盟層
理層精査中、柱掘形と柱根 柱が外方に張り出していて、北側 黒色土と地山土の混合 柱根の{也には出土造物な 代の遺構。桁行の方位と
の頂部を検出。 で見ると東から 2.40m、2.5001の 土。 しO SA46、 SD03の方位もMC50 

註間距離となるO柱堀形は6基 平行することから、これ
が残存し、一辺 34~57仰の方形な らは時期的に同時存在で
いしは rJ形で、深さは 17~29.5

あろう。
cmある。 P3.P6には径18c田で
芯持ちの柱根が残る。

SB45の北西側に平行する 4間
の柱列。総長12.50m(北カ〉ら

MA48 
4.9+4.2十1.2十2.3)あり、柱間

MB48・49 軍属精査中、柱掘形を検
は不揃いで、住j誌も通りが悪 P5より土師器の破片2

SB45に伴う板塀跡かとSA46 
MC49 

盟層
出。

い。柱掘形はP1の場合、径 粘土混じりの黒色土。 点、須恵器の破片2点が
推定される。

30cm、深さ 15cmの円形、 Nの 出土した。MD50 
場合、一辺21.5cm、深さ 15.5
仰の正方形で、ある。柱根およ

び、柱痕跡は残存しない。

組
A
J
骨
量
醐
応
)
叫
印
欝



第 l節検出遺構と出土造物

第5表遺物観察表(1) 

iii凶器号 持版訴守 IIlI-.?，11 有mll ;W[; 残存部位 切り離し r~而調整 外而調整 成)伝 IJ古1: .~~成 (Ec1 m1壬〕 }(EEctII壬，) Z(Acmgff〉i | 問li'i主主主1 ~~jJ主主 外信!lJ[i耐(∞雨) !官F1， 街cm並) 1，横cm) I ~~;n~ 出自 4今
i SKO] 石製品 石阻 縁辺部l 4.7 

24-2 SKI02 木製品 苦i 先縦割1

24-3 13-il SK12 i師;¥'f 霊I 口縁部 イドlリ] ィ、町l ロクロ 細かい 丘l好 (22.9) 内而!!i¥色処JlIl
1 SD03 !Ji忠{，~ 討、 完形 Inl~T.糸 ナデ ナデ 口クロ 報1かい 良好 (12.7) (6-4) 4.310.50 33.9 30 外而にヘラ!日長つ

25-2 SD03 i耳忠;¥'f ff 底部 l，i]fT.糸 千;Iij] イ三町1 ロクロ 細かい 良好 5-4 

25--:J 8D03 須.¥lj器 fj; 底部 凶転糸 ;号、11)] イドiりj ロクロ 朝日かい 良好 6.7 

25-4 8D03 須恵{，~ 杯 }丘町l l長I~É糸 不lij] 不明 ロクロ 有TIかい 良好 5.1 

25-5 SD03 1:師器 tF 完!f; I~]転糸 ナデ ナデ ロクロ 者11かい 良好 (13.6) (5.2) 4-45 

6 8D03 1:師:i.f 勾、 完!日 101転ヘラ ナデ ナデ ロクロ 砂粒合 良好 (14.3) 5.8 4.6 10.41 32.2 35 ドIJilii!il良色 J¥llljlHU? 

25-7 11 2 SD03 1:納涼 勾; 完jl; |りl転ヘラ ナデ ナデ ロクロ 朝日かい 良好 (14.0) 5.12 36.5 1.1 日7 高台{、j 籾IT:!.反

2日 l 8D03 須恋{，';; Z豊 日縁部 不Iりi 不明 (41.2) 

26-2 8D03 須忠誠 E並 11揖・百部 不lijl 不可1 制かい 良Iif (21.0) 

27-1 SD03 'U恵器 き!! 日韓.1[部 イドIljl イドlリJ ロクロ 朝日かい 良好 (20.0) (51.8) 

1 110 -1 I SD03 I ，良恵f~ i 1三里盟主主! 完形 不明 ナデ ナデ ロクロ 納かい
良良好好
10.8 01.8 - 11.2 9.9 一 応合1'1 外[m横ナデ

28 21 - I SDO:11 iJl忍(Y-!_ 祭 i.~部・底部 者Rかい 9_0 ヘラケスリ !式部 ラ勺ス 11

1112 :J 1 SDωi日漬4両12; 長 両完!BJ 不明 不明不iリj ロケロ 者11かい 良好 i]5_5J (4.1) I - IHぽ時、つまみil

神・饗i穎
一 不明!神l !納かい 良好 一 外聞に覇I[ j;r，_I:が付着

31 - 1 SD03 本製品 不明 1.5 ! 

29-4 15-3 SD03 木製品 干干 先端部 0.4折斜角答: 戸 UU~ 刊J 

29-5 15-3 SD03 木製品 箸 先端部 0.5 折m 角符 !り

29 6 15- 3 SD03 木製品 箸 先端部 0.4 折註i 灼幸子 不定j[;の間取り

29- 7 15 3 SD03 木惣Ofl 筈 先端P4~ 0.4 折損 f与1男 二五定jf;のiln取り

29-8 [8…2 SDO:J G{，'，i Ei霊童 完(，~部J[;; 1.711.3 0.3 

:10 [ SD07 須!1¥;;'; !lli ナデ
ナデ U何回同lか工い 良好 日目

l内F外剖l而へにラタサズリワ

33003 2 
SD07 iJj忽{，~

不上ト明
不Ilj] 不明 不可JIロクロ 良好 0_8 タキ口

SD07 l:fl，pilli 底部 Iii"r.糸 不可] 不明 ロクロ砂粒合 良好 0.6 

30-<1 SD07 守 不明 不可! 不明 イ，IlJ.j ロクロ 者日かい 良ft-j 0_5 

30- 18-6 8D07 正i*ii [111石 完形 7.7 6.5 4.0 Jj-市Iに限lみ

31l1-2 1 
8K109 須，i，R器 1{'、 底部 i空|転ハラ 不明 二F明 ロクロ 細かい i込合i (]O.ll 日日

8KlO9 沼蕊出; 土f i伝部 1101転ヘラ ナデ ナテ ロクロ 報lかい 不良 7.6 0.6 (隙間)foYCJJ_...." 

31-3 8KlO9 沼恵(，;; 同; l伝部 向転糸 ィーIlll イ;Utl ロクロ 捌かい 良好 (7.IJ) 0.6 

4 8KI09 須恵紫 勾。 完形 l司転糸 ナデ ナデ ロクロ 調Hかい 良好 01.6) (5.9) 3.7 0.5 31.8 29 
3].. 5 SK109 須恵l1il 勾; 底部 回転糸 イドlザ] 不明 ロクロ 細かい 良好 (5.5) 0.8 

3]-6 8KI09 ;亘窓器 t干 !応部 不明 不明 司ド旬] ロクロ 細かい 良好 0.4 

31-7 8K109 
3須E窓恵器器2

杯
腹底部部
自転ヘラ イJ明 イ4町j ロクロ 者TIかい 良好

O0S6 4 
上t 回転糸 不明 不I珂 細かい 良好 1-I -3] 日 8KIO日 ロクロ

:11-9 SK109 m忍ï~ 応部 回転糸 不明 ド明 ロクロ !縮かい 良好 日白日

3]-10 SKlO9 沼恵~ 河; 版部 回転糸 千二申j イ~Iljl ロケロ 細かい 良好 0.6 

31-11 SKI09 須恵器 土卜 底部 回転糸 不明 不i列 ロクロ 知lかい 良好 日5

1 SK109 1:伺i~ I不 完jf，; 不可i 不明 不明 ログロ 砂t~合 良好 (1，1.3) (5.0) 5.6 (0.3，1) (39J) 30.5 

32-2 SK109 |師器 i;f 応部 回転糸 不明 イド叩J ロクロ 朝|かい 良好 5.2 0.5 

32-3 SKI09 士郎器 iT 底部 島']~i来 不明 不明 ロクロ 縮かい 良好 4.7 日4

32--1 SKI09 上品i器 底部 [uJ転糸 不lijl 不明|ロヲロ 組iか¥' 良好 U.5 

32-5 SKI09 上師器 杯 底部 回転糸 不可l 不可1 ロクロ 砂til.;守 良好 0.3 腹部黒色
る

32-6 SKI09 I:r.ili;;'; 町、 底部l 向転糸 不Iljl 不Il)J ロクロ 砂粒合 良好 0.4 

32-7 日KI09 J:帥器 I不 夜間l [ul転糸 不明 不明 ロクロ 砂粒含 良好 0.3 

33-1 SK109 上附器 "，'l!!!J1 円綾部 イド[ijl 不可1 ロケロ 砂粒含 良好 1.0 

33-2 SKI09 i郎器 査'l!!額 11縁部 ィ，U)] イ'~II丹 ロクロ 砂'I~合 良好 (12.9) 0.3 

33-:J :， SKI09 ノド製品 手? 先制部 折;μ 角幸子 不定113の間取り
33-4 SK!O u:rp?~ イJり1I底部 M紅子長 ナァ ナデ ロク臼 砂'1V:合 良好 (6.4 0.8 

34 1 SX15 須X!I%{ 杯 完形 向転ヘラ ナテe ゴテ2 ロクロ /1吋:合 良好 12.2 7.6 3.1 0.62 25.4 28.5 

34-2 SX15 須恵器; 上手 完1[;; 101'Lヘラ ナチ' ナデ ロクロ 細かい 良好 (1L4) (6.6) 2.9 0.57 25.4 3:1.5 

:1 SX15 須蕊{iii 勾; 完If3 向転ヘう ナデ ナデ ロク υ lll1かい 良好 12.1 8.2 3.4 
0066722288 07 22H 4 

li:l紋涙 Ll縁部内1111に茶色の付翁物

2涜頭a志取t器藷z 
完形

M炉自ト制伝転転e帥hヘヘヘ兎ラララ

ナデ
3L41 45 1 

SX15 i;f ナデ 日夕ロ 細かい 良tf 12.9 目。 3.7 

勾
光75}形E 

ナデ ナ クロ|小イ1合 12.3 で法吉Iiから二分割SX15 ィ、」主 7.H 17 0.li11:lO.1 2'/ 

34-6 SX15 杯 ナデ ナデ ロク υ 朝日かし、 良好 13.1 7.5 3.5 0.57126.7 36 

35-1 SX15 羽マτ応←E*~ 材、 完1i3 アア ナテ 良好 (12.6) (6_2) (0.4日)i(27.7)30.5 i刀り凶，Ll差ナデ

35--2 I SX15 須怒{，'~ 河;
完完!!E13 

ナデ ナデ ロクロ 良好 (11.5) (4.4) 4.4 0.38138.2 27 

35 :J SX15 m滋~ 旬、 Inl転糸 ナデ ナヂ ロクロ 良好 (12.9) 5.4 3.9 0.41130.2 36 

35-.1 SX15 須恵器i 上{、 完!日 凶転糸 ナデ ナデ ロクロ 砂粒合 良好 (12.2) 5.5 3.8 (0.45) (31.1) :，6 

35-5 SX15 須忍;\，~ i;f 完!f3 同転糸 ナデ ナヂ ロクロ 知lかい 良好 (12.8) 6.8 :'.9 (0.53) (30.4) 30 

35-6 SX15 llUl¥;;;; 勾F 形 出転糸 ナデ ナデ ロクロ 担IJかい 良好 13.2 6.5 4.2 0.49 31.8 31 

36-1 SX15 須恵;;;; 上j: 完形 10]転ヘラ ナデ ナヂ ロクロ 砂t~合 良好 12.7 7.0 3_9 0.55 30.7 30 
J 

36…2 SX15 須恵iili 土+ 底部l 向転ヘう ナデ ナデ ロデロ 紺iかい 良好 (6.8) O.fi 

36-3 SX15 i員恋器i 勾、 形 凶転糸 ナデ ナデ ロクロ 砂粒合 良好 10.6 5.0 3.4 0.47 32.1 34 外fiiiに潔いH符物
36-4 SX15 須，1!¥*ii 上卜 完!f; r<i]~よ糸 ナデ ナデ ロクロ 織かい 良好 (12.0) (6.0) 3.5 (0.5) (29.1) 35 外illilifiii'化して品、色山市井 しユミピヰ

36-5 11-3 SX15 須窓iili 土{、 完!f; 問転糸 ナデ ナT ロクロ 制かい 良好 12.3 5.7 3.8 10-46 30.8 35 

:，6-6 SX15 llW'¥{，ji i;f 5e1日 lu]転糸 ナデ ナデ ロクロ 縮かい 良好 12.6 5.0 3.9 0.4 31 33 
36--7 SX15 須.il¥{，ji 上イ; 完!巴 同転糸 ナデ ナデ ロクロ 砂粒合 良好 (12.5) 5.5 4.9 0.4 39 28 

37-1 SX15 須1M.器 tF 7¥:rr3 1~I~i糸 ナデ ナデ ロクロ 員11かし、 良ljf 13.3 5.1 -L4 0.38 33.1 32 

2 SX15 須窓*1 河、 完形 16]転糸 ナデ ナデ ロクロ

細かi出(14.0) (6.0) 3.-1 (0.42) (24.2) 41 37-3 SX15 須!l¥:;f， 上f 7¥:rr; 同転*' ナデ ナj..! ロヲロ 朝日か (14.0) (5.8) 3.9 (0.41) !(27.8) 35.5 

37…4 11-6 SX15 須}Jj{，'d 1+ 完形 [0]転糸 ナデ ナデ ロタロ 者Eか 10.6 5.4 5.0 1日j合付火搾什縁注目日然草hH~守
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第4章調査の記録

5表選物観察表(2)

|!i3市7凶器号5 
[司fJi需号|叫隠~I] I llfi形 残存部位 切り離し 内面識整 外商議担 成Jl~ 11台|二 焼成

15.0 

全

〉
|船(cm
主
) 2(5cmIf
ゐ
〉 1Jk!?tを子主1¥
問旨主
k |外航 | 高(

出

四 ) 

縦 t品 l(当CE1E15、 出IJ 考(cm) (cm) 

II ~ 7 獅お
i
鉢 克1r; ィ、明 ナデ ナデ ロク 組iかい 良好 UJ 高tiN 外郎縦プ'ji;'jにブデ仮数カiiiにVJJE炭

37.6 12-4 SX15 iJ1!lj&; 九
- 完形 不lijj 不可l 不lijj ロクロ 制かい 不良 14.1 4.8 つまみ付焼成時に歪み

37-7 13-2 SX15 iIj.¥[jr.M 小南 日縁部 イ三期] 不iりj ロクロ 員11かし、 不良 3.5 0.5 

38… l SX15 ;j'j恕球 ・ll!額 n頭部 イ;Iijj イ;1りj ロクロ 初iかい 良好 (10.3) 0.4 !Jfjj部に波状文

38-2 SX15 須恋&; 盟
，. 
1111，体部 ナデ ナヂ ロクロ 朝日かい 良好 (17.3) 0.6 ヘラケズリ

39..1 SX15 須思r，:~ 己主・縫!fi祐部・託部 ィ、IIJI うデ ナデ ロクロ 縮かい 良好 (9.8) 0.9 !広司1I土砂!応 外市I:iLち];がり付近に砂牧浪人

39-2 SX15 ;立蕊;ぉ 返・3差額 I~日・託部 ィ、町l すデ ナデ ロクロ 砂粒合 ltl好 (11.4) 0.7 外l面ヘラケズリ 砂U~でヘラケズリ Ii¥:郎付近指ナデ

40-1 SX15 m窓{，fi送・迩怒 111ま:111 不明 イえ叩j ロクロ 制11かい 良好 (36.6) 0.7 

41l… 2 日XUi 須恵(，r， 官 !.t ~il'託部 +UI] .flllj ロケロ 朝日かい Ii:!H 0.5 ヘラケズリ

41…l SX15 m態l:M ・箆!fi1"1縁部 イ;U)] イJりi ロクロ 紹iかい 良好 日日 外而に砂粒及び!天罰IJ?の境付着

41…2 SX15 ;耳忠?l~ ィ、町i
底不部

lij] 不lij] ノトlリj ロクロ 担11かL、

良良好
好 1.0 

I畿タのタ底キ部
|ヨ

41-3 SX15 イJ町i 不可I ロクロ 割11かL、 1.0 

位一 1 SX15 !:u，pw，{ 勾、 完!官 1")転糸 ナヂ ナデ ロクロ 砂粒" 良好 12.014.3 4.3 0.36 35.8 28 

4L-2 SX15 
1l1-R4411
器

2i

i 土
t{f

、

、

完n;. 向転品 ナデ ナチ ロクロ

I 祁桝
i
か台
い
良良好

H 

12日 日目 4.5 0.45 35.1 28 

'12-B SXI日 完!巳

I
問

!Iil儲

ヘラ ナヲJ 十干 ロケロ 12.9 7.6 3.8 0.59 29..1 29 

1 SXlS j"nrli ~f;i J:{、 民自li ナデ アァ ロケロ 1mかL 良好 (5.4) |内部京i総

42- SX15 !:r.IP:l，i 

本

31i1
ijl 

完形 不lij] ナテ' ナヂ ロクロ 砂*~{I; 良好 (11.0) 5.5 8.7 I 0.5 79 
13-1 SX15 I.u，日出 11¥'部 ヘ勺 ナデ ナテ' ロノヲロ i!l¥、 良企子 自2 。7|内而黒色処理

43~ 2 SXI5 1:r.，!iW，{ イJりl 民間l 不lijl
イイミ〈llリり
l

l 

イ';Iij] ロクロ 朝日カ3い 良好 11.0 1.3 外iliiヘラケズリ l勾前草色処1ill・ヘラミガキ

43-3 SX15 I:r.，)ir." 塁1!fi l本自;s イミlijj ロクロ 韓日かい 良好 0.9 外i係へ弓ミガキ 内ilii黒色処理・ヘラミガキ

43-4 SX15 木製品 ィ;UII 不明 0.9 

3 SX15 
木木製製品
品 i
手寺
守

Jまml 0.6 折出向幸手不定)fc;QJilii取り

43-6 15 3 SX15 中

2
〆央
/3

部 i 0.5 ドIij封IHlfi民向者不定Jf;のi而取り

43 7 18 5 SXI5 4 î~告 l"lii 5.5 3.5 1F211Y 
mOK
豹

lこ"問み

4，1-1 19 -7 SX15 
|哲』
t台

'ii{，;; 

20.4 
q
ム
q
ム5 4.7 

，15~ I S.JI自 材、 口縁部 話11かし、 (11.8) →'与 ナデ ロクロ 不良 タト間剥障を

45 2 SJ18 1~rn1î*~ tf 完)[j 1"1転糸 ナデ ナデ ロクロ 結iかい 不良 (13.0) (54) 5.0 (041) (384) 27 
"~~ζ 

，15-:1 SJ 18 I:r.iii:m 材、 IJ縁部 ナデ ナデ ロクロ 知!かい 不良 13.6 一部剥自主

4 SJ18 j:nlli~6 年!、 s 完J!; 回転糸 ナヂ ナデ ロケロ 砂粒合 不良 6.0 5.15 (0.43) (37.3)133 タI.ilii剥離

45- 11-5 S.J18 !:u雨器; 上イ、 完形 同車ム糸 ナデ ナデ ロク お1かい 不良 5.1 5.6 0.39 43125 

-
一外回部剥目。自?E
は1]総4G~ G SJI8 1:r.，lí~:i 材、 IJ縁部 I"j~i;糸 ナテ

s

ナゴ
テ

子'I ロ口ククロ
ロ 砂j，i;'¥; 不良 1.1.0 6.0 42.9 23 

45.7 SJ18 1.和lir.ii 上手 完形 Inj転糸 す弓r 話11かい ノドf~ (J.l.9) (5.:1) (5.6) (0.;J5) (:l7.5) 

46-1 SJ18 
白白HH 2Z 
; 

i i 

司、完JB 101転糸 ナテ ナデ ロクロ 朝日かし、 不良 14‘4 5.8 0.38 40.2 30 一部まi]綬

46-2 
S511 118 
8 

上4、 完形 1"1転糸 ナデ ナデ ロクロ 砂tii.合 小良 (14.7) 4.8 5.9 0.32 40.1 29 

46"" 3 I'.r.rti器i 同 l完!日 凶転糸 アデ アァ uクu 細かし。 不良 14.5 (5.4) 0.37 :J8.6 30 外i訂目。%剥自在

46-，1 ! S11日 Ln'li器 材、 In縁部 ナデ Jデ!ロクロ 妙 不良 06.0)i 

17-1 幻181 1日ItI
ヨ~ 11縁部 ナデ ナデ ロケロ 砂F立子守 f<s_l (16.0)! - 0.5 

47-2 S.118 l:fliliRii 型E 11縁部 ナデ 十子 ロクロ 砂t:f.(1 不良 03.7) 0.4 

47-:J S]18 J:nrti詰j 塁E ilH'体部 ナデ ナデ ロ7ロ 砂粒合 不良 1(15.8)1 0.4 

017.4 S118 IJ，uJ;.{ 苦l 日縁部 不明 イ;'ijJ ロヴロ ?日い 不良 (15.4) o日 1'1I!1 np小 'm民

打 5 5J18 1.r.，liお 1，1f 体罰 J ア jデ ロ7ロ 砂粒合 不良 (15.4) 0.5 

-17"'-6 SJlB I +.制設 I H~'体部 イi呼i イ、町j ロクロ 小手i合一 不良 14.HJ 

|同外反尉側瓦角一函低郎

iHE
5 

l離

48 1 10 2 SJ18 ! J師! ~J! 毘 不明 不iりi υヲυ|細かい 良好 21.2 0.5 

48…2 I~ 2 S118 !:r.rlif:， 塁E ulHI:部 イJり! イ;1リi ロクロ 砂*~合 j込好 (20.4) (38.0) 。7

49~ 1 

日.118

1r.，liJ;.， 鉢 IItHt:出 イ;'ijJ

イナナ

J

デ

デ

リj ロクロ
小砂
f

伝

t

合

合

ィ:_G.l (11.4) 0.4 19l-，(，ik部品呆iI凶作

，1百 2

土

f

凶

jJbH
括踊凶2

部

部

2 

~)~ 11持軍1，1:部 ナデ ロクロ
不不良
良

(10.0) 0.5 

49.3 13 4 SJ1H 鉢 完JJ; !r11ri糸 すデ ロクロ 砂粒合 9.8 4.3 67.3 

49-4 S118 鉢 向転糸 ナデ ナデ ロクロ 砂粒，¥ 不良 10.1 4.1 6.010.41 59.4 

4499-6 
5 S118 ]:f;;jiJ;.， 手lijj 版部 in]転品 フザヮー ナデ ロケロ 砂粒子r 不良 0.7 

5118 I +'f;，]i日; ねりi U主同'"，主 ブ
1
ア
~， 

ナデ フロ 砂tv.P; 良好 (11.5) !論磁波?

50.1 i sm l:n，jiRii 手lijl 不lijj i
不可i イ三iりi 不明 砂校，'， 不良 11.7 

50 2 SJ18 I:f:，日誌 不可i ィ~nJJ 千、iリj 不可l iilい 不良 11.8 iま1]離

50.3 SJ18 !:fll!if，:1 ffijj ィりl イコリj イJリj (1り! 官l'.、 不良 ドユ 0.9 i吋iliiにタタキ口

50 4 I.r.r/!r.;; イ、lりi 千、時l 千:1リji -1~Iりj ロクロ 砂村合 不良 0.5 ljiliiiliiの一部品1]縦

551 
12  

1 SA.16P5 ;Jj，'J.jお ffijj ィ、fijj
千ィ、、
l時り]

イ、lリJ イ、iりi 有11かい 良好 11.5 

5 i良 fll月 不可i イー!ij] 縮かL、 良好千、lりl 0.5 

SKP24 |銅器; ィ、Iljj イ~!ijl

イィ不J;l1i

ザ

8

り

J

1 

l 

不lりl r ~1 
砂砂
I

粒合

言 良好 0.7 

51-4 :;A4(iP5 I.n，!ir.r，ィ:1りl ィ、iリi ィ:Iljj
ィ不;
可

111

i 良好 0.8 

I S;¥4iiP5 ! 日雨日ilィ:llJ] 不明 イ;Iijj 砂!~;守 良好 0.3 

52-1 SK1':15 ij'j，¥[1W，{ 上手 lif部 1")転糸 ィ、lijj イC;!ijj ロクロ 韓日かい E主主f (，1自) 0.4 

2 SKP日5|側お 材、 れ縁Ail 年二iりl 不lijjIロクロ 前nかい 良好
52 :J SKP:J5 須忠器i イ;Iijj 口縁部l 1 

{;Iijj イJ可l ロクロ 初iかい 良好 0.5 

52-4 SKP35 1:r.，li{，'，i イi印i Il緩:iH ィ;U)j イ';Iijj ロデロ 持11かい i亙~l' 0.5 

52-5 SKP35 i虫剤日 イドlijl 汀縁部 ィ';Iijj ィ';1りi ロクロ 韓日かい 良好 0.3 

52-6 181(1'35 1:附{，fi q; 口縁部l ィ;1りi イ¥町j ロクロ 1IlIかい iミljf 0.25 

52…7 81(P:J5 l:ITni{，fi 不lijl IJ級自: ぶlijj イ'~Iりi ロクロ 転nかい 良好 0.5 

52-8 日KP35 ~füE器; 不明 不可l ィ;Iijj イJリi ロクロ 前11かい 良好 1.0 

52 9 SKP35 J:n，lir，fi 不lりj イJりl イ';1りi イミlリj ロクロ 小石合 良好 0.6 

52-10 SKP35 J:r"ji2，i 不lI)j ィ、母l イミlリj イ';1りj ロクロ 砂粒合 良好 。古

52 I1 SKP:J5 l附2:; ィりi 版部l ィ';1リi 不lij) 年;Iij] 砂't;'L;~ 良好 0.7 

52…12 SKP35 I'.r.，p{，'，; イJりl イ;Iijj イミlリl ィ;Iijj ロクロ 割11かし、 良好 0.45 

52-13 SKP;J5 Ifl，!i{，'，; イJりl イ;Iijl イ';Iijj イlijj ロクロ 割nかい 良好 0.5 
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第 l節検出遺構と出土遺物

7表遺物観察表(3)

側r.，日凶器号 1I1日))~l 同 | 認民主1+記長|証明 LI i由時間桔 11古川町訂沼市吉i宮市芝車町福可否門官子I(乱 1 備 考

ド 119 中附け筑[.1n~~i I 川完)[; 1['転叶ナテ ナバロ向転tHI}~ 良好 1叫 6.413.lfい叶m 川一!イー - I 1底的こ墨香川

153--219-1 制川細部 上{:完11; 1[01州ナテ ナデ|ロ 701 ~lI b'l 良企 F 1 1川6什 4.810.5什38.71 2川一|ペー 1 - 1底的こ邸内J

百斗去直|引日正|ヨヨHU民間28.5

53-6 治構外Ii良忠r.:11 河;

三制i
恒三官同f

ki土問
封士ill!H!J5i-陪同
封汁i志位日

完11;11i1lwピオナ叶ナデ|ロクロ|有11川良好 112.71821:34510.65127.1127.5| ー ← ー

姉 崎ハ刊ナ什ナデ|ロクロ l紐f川良好 I(川 1(86)1321州 122.21361 1 1 
淵 !nlk-オナテ ナデ ロクロ i砂粒叶良好 1(12.1)1(7川(:11)1附 125.6128
完日 lolfi"7 1ナテ ーデロ/口同川良好 13の17.1 I :3A 10.54 125.71 37 I一

光形 nl~，;~オナヂ ナデ 川口同か川良好 l叫 5.41 4.l 1044|却し1131
完形 [，口附I

9 完刻! 附糸 ナテ ナテ ロ叫うロ 軽縦!か糾L 良郎官好[(12.4 叩 1B 日5[， 羽 iil2却

主!斗虫斗こと斗と4止斗同日!斗
完r;1["松井 ナテ ナテロ?ロ細い NH 1(12.2)1(5.0)14.310.41135川

一
完!日制ナテ ナテロヲロ封かし 帥l'113.31 6.9 1 4.210.52131叫

椛 l"li土糸 ナテ ナデロヂロ砂防的:112ヒ 4日!4.2 1 O .3~ 1 33什

完!話 口制 ナ子 ナデ円ロ朝かし 良好 11.4)14.H 1 18111.421:1:3ぺ

盟叫j盟到叫よ4斗づデ山!いロ 7川ロ 制祁掛附川H附朴川いぺ!良4好引川山山子什叫山巾!ドい川M川(付川川川削附2ω川0的)い己Lい凶斗一一一ム一千E盟盟盟1翌竺竺旦旦竺3と一一一一一凶ム一一一ム一一今一一
7tJ引引与出世出ζ 3.810.48132.5 331ー

3.9 10，38 131.2 1 33 1一

;fcn; I [!ll猷|ナテナデ川口納!J'し良好 12叫 5什:3.8[ 11.41 1 30.1 [ 3.1ト一 一十

日付 |蹴外 1;耳忠則河; 1完形|附 ナテ ナデロケロ耐え良好 13川 5什 4.0[0必削 32十|… 1 1 
ーペ- 蹴外貨吉r，:;1 河|完!日い断 ナテ ナデロロ縮かし 良好 13.2)15什 3パ0.41i 29.5 I 1  1 1 
いらけ lii'i抑 関誌|杯 i完}巳同時己主 ナテ ナテロクロ総か j拘 1:IU31l1 (5.ll I 4.3 10.39132.81 33ト ー 一 -

1-二三し二1些竺 ;uili笠」 主!巴 j阻 lょj-Cでとと也監互主主笠 5o1 10.37 131.3 1 33仁」一二
どり]制附国土 jヱドデロ 7ロ告!)'・附ド4.l辻仁仁
日トパ -i蹴外 1;j'L¥問符 搬出帥ナテナデロクロ納bl'Ils.tfiF 1(12.7)1 4.6 I 4.0 1 0.36い号 341
86ーパ- 1鮒外|沼恵お|杯|鵠 1i司悦いうア ナデ|川口砂ii;可決IlJ:112.7 う;111042ド 135
631 -鮒外i鯨捺l勾ド|完形 11司闘いデ ナデ|ロクロ細かし 断:112.5 1 1 4.0 1 04パ 32135
56-41 一 |逃椅外!純然! 杯 |完形|回転糸|ナデ 1:!デ|ロクロ 告かし 却 f1(127)1 5.1 1 4.0 1 0.40 131.5 1 35 

焼成lI'jの歪み(ド京協)

外部服部からi氏郊にすデ浪 内市iI丘間iIこ{、Iお物

外i百j!丘:lfiにかけてヘラナデ

外而底部にかけて指ナデ

内iliiに艶のある漆付行

:f卜目立|-t;212ζ 日川-;;::i i i-l斗 I
67! - 1蹴外 I;Jj開 1tf 椛長悦ナデナデ， ![け口調i判的f[(12.8)[(5 臼 10.39130.4145 一 一

部 81 …|蹴外|瀦器!坪 完Jf;I [~~l制ナテ ナデロクロi縮か川良好 11:3015，214.05111川出 1136 - ，一

戸川 一 蹴 j丹、災時|杯 完! 酬 ナデロケバ知川良好 1(133)1ω1，1.1 10..15130日13，11 1一
一 一
157-! 1 逃総合判長時 Iiヰ 却 炉転 づフ ナテ ロフバ総かい|良川山 154I 10.43128.71 39 1 - 1 1-

57 2 蹴外 i百四， 1応 部 [司制 ナテ ナヂ ロタ什朝日かい!剖r 15.1 i 3.8 10.43130，2136.5! - 1 - ! 

531 li蹴外 地総| 刻、 |完形 I[!l[争点|ナデ|ナデ|ロクロ|制かい|良好!(山)い4i ;l.Ii 10.41いH 1381 - 1 - ! - 焼成時の長み

5 逃構外!須蹴! 体 同!回断!ナデ!ナデ!ロヱ工皮ゴ竺出13.7 。川 41

時晴間ffJt山内!?zpfJL間引引竺
;目5引引 i附訓蹴酬;川州外
二ι計7川4詰日芸 引川引正日l引出出山苛元i宇-十ドιζ己~干下)ιi同凶同阿叶一高儲附刷一一一台剖鮒十一…f付卜……Iト一一一-:¥[1剖郎l臼也
川十日;jii;ji;j(;z;:j山引引祉一一山一干ヂ川:l川日日剖引日山川時川聞l出岡聞;主日引2制制tll三h一三=…fポ;三17t: 円ヰ小ド斗ドιh住i出臨[ 一… il'H.VjJ1器事E同芸医配耳目子l伝子151卜一! ! 1叩::1ゴ苦 |吾川副7 一川叫汁器問4剖良好?斗与ドi2.3-|剖:いドヤ……
5"-2一議;剖f111剖汁叫三1三十÷い川t 己主jj
目ト-器 mIE計J間可制:f11)十川出1::::一一 ι川テドオ
5日- I 酬 は計空間:::lI 三いい子同fJHttl:::lf21
i 同日::l-33:i-f:;市 4].:1二 I二?士で些

;間十三 1出|叶咋2I 
計j~1tifii詰;三;;可::山;:;;:;皆川
回世盟銑平日!棚利l防止と但凶ニ

1i0 81 12 ~~治構外 I!瓦窓添

削-自 一 遺憾外耳!ll*;

50" 10112-自治鱗外 ;fU!I~~ 

6O-lll - li車務外 耳目~{，"

50-121 遺構外|須息詰

:::;;;:;;;;:出出::HJ171Z;;11:11
61 3[ [i院側関器 I 元l防不iリ1I不lijl ロクロ砂粒d 良好 112川一 -

61-4112-10 法桃川須恵判読 完形 "IIE糸 チテ，ナテ ロゲロ側、L 帥パω川-1 1.8 
61.5112.6 蹴外 1:御利益 完E イijl 利川イドijl ロクロ鮒 L 良好川什 13.1

62.11 [i邸り什須器 1 ~ 口頭部 … 不自什イ;lijj ロク口締jpt 良好 12.51 

昨 21 i世fMfli熔器 I/j¥n1安本部・底部 平日 不i川イ iリi ロク口紡かし 良好トーi
ス2-3113-61 i制御中耳州 Ij叫 I体服部| ィ、明 lィー lijj1ィトlijJ ロクペ前日かい|良好 1 1(4.5) 
い，11 li監督制御;削岩 !闘: I :;:;nn I不自パ不明 ロケバ銅かい|良好 1-i -I ~ I 
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つまみ1，J

lつまみ付

擬宝珠つまみH

つまみ付き つまみの付け根に稔裂

つまみ付



第4章調査の記録

第 8表遺物観察表(4)

tJll週番号 凶版需号 Il:l:日IJ 事fi別 T.iiJti 残存部(立 切り離し 内ifil調整 外削調整 成JI"， JJ古:1: 焼成 1(1C1t13l〉ミ!(CEc1mL王〕 出(4ι 百〉 MJHEI聖~ f~守2主圭，l< 外傾度 1~~ム同) ヲ守
品(古m住) (紙C1l1正) (trimd 】 ~~nさ，) 百11 Je，-

逃構外 須J丘:;:;itFj羽、ltボ2 車部・11出 イJりj イミIlj] ロクロ 話IIか" 良好

62-6 19 -4 i出lIIi外 須王立総 不可i 犯手 前TIかい 良好 2_0 0.6 ヘラ削りじ前îJ[~り 光服部に罰hと灰の境{寸翁
62-7 19 6 i出m外 須立\(，~ 不明 把千 納かい 良好 1.810.6 

8 19 5 i自構外 須恵r，:; 不IlfJ IB手 納かい 良好 4.2 1.9 0.8 ヘラ自IJりで間取り

62-9 19 -2 i監構外 須恵器 不lijJ j巴手 細かい 良好 5.1 2.2 1.0 ヘラナデ

62-10 19 -3 遺構外 須恵r.:; 不Iリl 把手 細かい 良好 2.2 0.7 ヘラナデ 側而部ヘラ i日りでi師If~り 先端部に指紋痕

63-1 i世構外 須}J1%~ E豊 底部 イ、町l 不明 不明 ロクロ 細かい 良好 11.1 i苛台付ヘラ跡

63-2 遺構外 須恵器 不lijJ 底部 不明 ナデ ナデ ロクロ 細かい 良好 - 19.5 砂!ぽヘラ目IJり痕

63-3 遺構外 須恵器 不可1 {本部l イく叩l イ~lljJ 細かい 良好

64-1 逃構外 須恵lm 5星 版部 不明 不Ilj] ロクロ 細かい 良好 丸!段の砂江主

1 8-2 巡構外 須窓器 ・5霊類 ロ縁部 不明 不可] ロクロ 約か¥， 良好 (16.6) 日縁告glこ1J'1公Jの刻設(箆-;!})

65-2 i肘~外 m恋;帯 不明 日縁部 イJ引 不明 ロケロ 朝日かい i主主子 18.7 

65-3 遺構外 須5立r.:; ヰFlij] 日縁部 不Il).j 不iりl ロクロ 割11かし、 良好 (18.8) 

65-4 i立構外 須恵器 耳、町i 円縁部 不明 イ、町] ロクロ 朝日かい 良好 (19.4 

65-5 

一 l! i逃
i'!

繕

Wi外

外

;百恵器1 ィ、明 111暗部 J卜IIJJ 千三II，J ロヴロ 者11かい 良好 1(109)

66-1 後窓}ll.t イ、叫 口縁部 f;IIJJ 千;IIJj ロクロ !納古い 良好 (20.6) 

66-2 8-3 遺構外 須恵器 怒E 打線開l 不IljJ 不可l ロクロ 結lかい 良好 19.2 口縁郊の一部分に波状文

日日-3 i章構外 mili'l~ 不IIJJ 仁i縁部 二本町i ィ~llJ] ロクロ 綿布い 良好

66-4 逃椛外 JIIilii.器 E型 日縁部l イミ旬i 不明 ロクロ 朝日均、ぃ 良好 (14.0) 内i商量IJis'

67-1 4 逃構外 1質感'J!! ィ;Iij] 円線開l イ~lij] 不可l ロクロ 者百か¥' 良好 (1.2) 波状文;

67- 遺品i外 須JJl?器 不明 汀綾部 司J羽 不可l 口ヴロ 報iか¥; 良好 (41.0) 一 内而に茶色の付着物

67-3 遺構外 須恵器 不明 η綾部 ヰJ明 イく可l ロクロ 細かい 良好 (24.4) 

4 il'H苦外 相答ミ瓦官四問百 不明 []縁部 イミ11)] ィ;町] ロヲ υ |朝日かし 良好 123.7) 

1i8-1 l:j-1 i童精外 須1忠告詰 長TJi壷 IJ輯・体罰l ナデ 十二子 ロクロ |制中 良好 (10.0) 

68--2 治構外 ;民恵器t 長~~造 1-1頭部 不Iり1 ィリリl ロクロ 告11かい 良好 19.6) m
面1Rtz1t1Jと旨阿ナ部テ'を別内百セ百には成容を形1[3後な銭し

合 民合郊の外

日目… 3 10--3 治情外 7良恵;出 む告瓶 体珂1 同転'" ィ、lijJ イ';IIJJ ロクロ 細かい 良好 内外ffijケズリ

69-1 13-9 遺構外 須恵詰; E題 IJ!!・体罰 ナデ ロクロ 砂!~合 良好 (18.3) ヘラケズリ

6日 2 i車椛外 i員忠告昔 主主 {本部 ナデ ロクロ 朝日かい 良好 粘上紐巻 J:げifi 外語1ヘラケズ1) 内而翁いへうすデ

70-1 13-7 巡格外 須恵器 Z星 完形 不lij] ナデ ナデ|ロクロ 砂粒?; 良好 (19.1) 14.2 26.910.74 140 内')外E内
"["j
百
1
百I疋らEl1
二
5がヘりラ横ナナデ'

ヂ タトifrj1i"E1lI1へラケズ

同了2 巡構外 須M1器 lle 完形 不lijJ ロケロ 砂粒合 良好 16.4 13.35 20 0.81 148 A ラケズリ 底部A ラケズリ 立ち 1:がりの角をll'iナデ

71-1 1-1 遺構外 漬窓器 短~釜 l宇部・正記 不可! ナデ ナデ ロクロ i冊かい 良好 一1.2 12.4 高台付属部に 2筋のx議内外珂儲ゴデ
72-1 1 逃構外 須恵t出 主主 完]ti ロクロ 朝日かし1 良好 20守7 46.8 阿部に解説不明の刻14(箆者)
73-1 3 i草稿外 |須葱器 霊E 完形 ナデ ナデ ロクロ 砂粒合 良好 (19.0) - 147.3 

74…l 7-1 遺構外 {Iu芸器 主話 完Jl3 細かい 良好 44.5 - 167.6 一 大主主

75-1 逃構外 須蕊器; 不lijl 辰罰l 細かい 良好 (5.0) 府部付近に 3~4 :.t，の線

'} 迫構外 須止.{~ ま盟 不明 ロクロ 細かい 良好 一 (6.0)

3 遺構外 須恵認 不IIJj ノド明 前日かい 良好 一 (60)

76-1 
遺逃構機外
外 i虫窓lI'~ イ、lりl イ、昭l 朝日かい 良好 (8.0) 内外部にタタキ日

76-2 須恵器i 不可l 不Ilfl 納かい 良好 外商に納 内 iflÎに車輪~\縫のタタキ日 艶のある黒色

75-3 法務外 須恵器; 不可i 不1If1 知lかい 良好 内耳uに付者物
76-4 il'I構タ| 須恵器; {;Iij] ィリj 調1Iかし、 良好 (8.0) 

77-1 ー 遺構外 1-制球 上不 完形 Inl~iヘラ不明 不明。ク口調11かい良好 12.717自 3.610日l 28.31 2，1 1 -

21 |蹴外|上srli器| 上イ i交J!;:I担!紅へぅ|ナデ|ナデ iロクロ j砂防|良好 111.615.3 30.2 [ 36 I -
77--3 越街外 1:附r.:; 勾; 3tJt3 回転糸 ナデ ナデ ロクロ 砂総合 良好 (12.7) 5.0 -1.2 0.39 33.1 主71 -

77-4 J自級外 i師1ii1 材、 完!日
回凶転転糸
糸

ナデ ナデ 。ヲ口 細かい 良好 (13.0) 4.9 4.4 0.38 33.8 36 微粒の炭化物{、j務

77-5 逃構外 l:fitfJ器; tt 光]t3 ナデ ロヲロ 相lかい良好 (13.2) 4.4 4.3 0.33 32.6 41 L フ

6 il'I構外 I-，r.iji器; 上手 完形 制転糸 ナデ ナデ ロクロ 細かい|良好 13.2 5.1 4.l5 0.39 31.4 38 

77-7 逃楠外 I:r.rli \l'~ 事1; 完!日 InJ，"糸 ナデ ナヂ ロヲロ 細かい 良好 I:J.I 6.0 4.8 0.46 36.6 27 
底内部部にとよ日旦緩い棒の…状部のに

シミ

熔明JIll?

遺構外 J:r.雨r.:，!材、 先]ti lロl転糸 ナデ 十デ ロヲロ 砂粒合 良好 13.:; 4.8 5，6 0.:15 41A 

77 9 逃椛外 上自ijmi
に・1L
い
ヨ 同転糸 イ、明 ナァ ロクロ 砂f:j合 良主I 16.8 5.8 勺7.2ム 0.35 42.9 26 内泌がl掌滅

1 i壁銭外 上日iji¥*- ~ 3tJt; @]転糸 不可l 、母j ロクロ 砂1立 1"主主子 (142) 9.0 14.3 0，63 

78--2 13-8 i!1tlW外 :1:郎r./， 塁E 口組・体部 ィ、明 不明 ロクロ 砂f守合 良好 16.3 (14.3) 

79--1 J自~~外 |→srpr.:; ドlijl 日時・休部 ナデ ナデ ロクロ mい 良好 (19_0) 

179 2 選補外 上郎総 主主 [lij-体罰 iロクロ 砂粒;守 E主主子 (20.0) 

耳目 11 - 遺構外 ー!附r.~ ~ 底部 1111転糸一 一 ロクロ
i

矧かい 良好 一 7.0
内内而
ffij

黒

5
早色急処処理
理80-2 i 選務外 f:F.4D*i 受 |底部 向転へラlナデ iナデ ロロ クタ ロロ !砂話、粒

f!j合

合

良好 17.2 i 5.2 
80-3 ilH持外 l:flni器; 翌 日起・件部 良好 (14.6) 

80-4 il'I構外 1:倒器i 喜望 I:J!I-体部 ロヲロ 捌かい 良好 (17.6) 内i百Î~色処理

日0- 遺構外 1:間i~~ イ;Iljj 伝説1 不Iljj 砂村合 (63) I (64) 1TLい砂牧浪人

目。-6 19 逃構外 iKB1器
fi
'fま
:1 不lリi j忠商l 不lijl 砂粒合 良好 9.6 

81-1 逃縞外 i二日目器 鉢 Il!l・体部 イド時j ナデ ログロ !砂粒合 Li!!fF (34.7) ヘラケズリ

日1-2 逃格外 l防法i 鉢 完]ti 不可j ナデ ロクロ 砂I~合 良好 (27.0) (8.6) 14.1 0.31 52.2 l''iUlヘラケズリ

81-3 13-5 逃構外 上続器 '!::i! 体部・誌部 向転糸 ロウロ l!IJかい 良好 荷台付ワ

82-1 17-7 遺構外 |附器 11E正り1R111111 L1IHI'部 (11.0) (6.0) 1.95 灰和i 瀬戸・炎出~ 161世紀後半

82-2 17-3 J邸時外 陶磁詑 日記数;!Lllll[111・底部 (9.1) (4.5) 2.15 Jj.ミ現h瀬戸・美総 161世紀後半

日2--3 17-2 ii'!構外 陶磁器1t五割!丸血 [111.底部 (10.6) (5.6) 2.2 t反事11 瀬戸・美濃 16 Jl.1紀後半

日2-4 17…6 i似品外 持j磁r.:t版部i丸肌 I良部 以利I 瀬戸・美濃 I日iせ紀前半

83-1 17-9 il'I構外 陶磁r./， 不lijl iま器l (6.4) 

83-2 17- 8 i監構外 掬磁器4 不lijj i露関1 - 1 4，:J 

83-3 17-5 i童精外 陶磁r.~ 不明 Ilij・車部 (10.4) (6.0) 2.7 

83-4 17--12 滋構外 陶磁r./， 不可l IJII・畦部 二三
84--1 17…l ii:tf持外 陶磁器 f}(開l陶器 Ilb!・藍部 (11.0) 5.6 2.15 l五和!

84-2 17--4 遺構外 絢磁器t 不lijl 底部 (4.6) 

84-:J 17ー15 il'I構外 均値器i 不lijl 口組・託部 (16.1) (6.7) 5.8 

85--1 li-13 1車総外 陶磁滋 不可1I底部 一 1 A毛吉gに砂t!rまばらにrJ官
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第 l節検出遺構と出土遺物

第 9表遺物観察表(5)

側約凶級制 1:I:il 糊 J1 '*日|予備計河川切]離し内11鵠整外1減桂成形 !古-1-い1M戊日間155語引器量;言霊i矧4官¥¥1官? 宮山~~) Ij~n~ 
Bo-211i-14 遺構91 陶磁器イ j1 Iff部!- 1一 一 一|ー一一一 1- I1  - 1 -I - 1一一一

部 jlli--If1遺構外淘磁涼不llJI 底部川一 一|一 一 一|一 1(f1の

自立 2ち

85-411i-181逃構外|絢磁別柳川崎・糊|

日ト 511i-11 1;齢制 陶磁r，t;1淵丸田|口緑・制l
185-6117-101;童相i外 絢磁ffiil忠則|晴・底部|

同一 711i-17 遺構外 糊r，t;1 ~;UJJ 1 口緑 'fi~刺

185-8 一 郎 i7~ 陶磁*~ 鉢i 底町川
86-1118-1 逃構外 fí r.:~ 1 J重器|

86-2118-8 逃構外{:;製~~ 1一 一

郎:J118-41遺構外!日什時 一

回 4118-31遺構外石;臨時 一

目わ品市世十三
日 2 一巡機外焼台 一 一

日日一 1Ilfi-1 巡楠外 木官i 札 -

B8 2114-- 迫縞外 漆r.:~ 1 ~市? 1 

88 311.1-41迫州 川 i 1 -
i88-.j 114-21蹴外い蹴トド ー

88-5114-11;E椛外 1i鰍什搭? 脚部h

88-611，1ーパ遺構外!漆器! 被 i-1 
88-71 1;附外j木製品い ijJ1 -
B8-81 邸側 i木製品 1問γ
間 11 蹴外i木製品i不明
日9-21 - 1蹴外 i木製品!不11)]1 

砕け い2桝 i木製品i不可j1 
89 什 い宣告書外木製品 不UJj

B9-51 1;世燐外 木製品!一千11)1

t子時晴開示
m-8115-51蹴外|木製品|不明 i
90-11 一|蹴外 i木製品|川J1 -

190-刊15-刊蹴外|木製品| 箸 !先端部 i

vu 川15 什迫tlml木製品| 答 |先端部
90-51 31遺構外|木製品| 答 |先端部 1-

!90-6/15-3/遺構外!木製品l箸 l先端部/ - I -
90-71 3/側外|木製品| 箸 !先端部! … 1 _ 

90-8115-31逃構外 i木製品| 箸 |先端部 i

90-91 3/側外!木製品 i苓 !完形 1

90-101 31 遺構外 i木製品 i箸 |先端部l

一 1)天和i 瀬戸・美総 16m紀riil'le
117 IlJJ己第 1111J'I'JVl

|指鉢?

-14.912.0105同町

一/ - I'~.~'I\/ 0.75 同右)[~
-1 4.5 1 2.5 1 Ll 

18.814.212.61表稲田f踏

5.51111JOOにllilみ

- 112.0 1 7.1 I 1.5 I砥石?

- 116.2115.518.81一部に臼州!とl夫側擦の破片付着

。- ，ー i- 122.51 1.9 1 0.8 1釘穴? 災面的り 裏面I未加工

一一一一一一一一一一一一一一一

日81主主の!良部? 朱主主り (ぷワ) 泉主主り (裏ワ)

一|外耐の塗りが辛11離した部分にロク口説きの口

IJ;.OOi，¥U重り J'，ilii*後り
- 1 0.7 朱塗り(表?) 祭主主り(裏?)

-1 外国l土祭主室内 内iliiはさ告を実り

|一 1 - 1墨書「大J

1 - 1釘の打ち込み lヵ所

- I)JIJり痕

一 I-1--[-=-[ 
I - I11日1.3 10.9 

は百のl長ワ 内面黒色

一 1- 1，'間)い7lilljlf物底波木釘の打ち込み 3プJ所
一 1 - 1 ー 摘のl底? 多数の出IJり坂

一 釘の打ち込み4ヵ所

- I _ I _1折lJl角箸不定]胸部取り
IJfrJ対 fli苓不定Jfのl頭取り

-11庁鋭角箸六角形のi蕊取り

ー!折街角箸不定]影の図取り

折街角箸不定!杉の001段り

折鋭角答不定)1;の間取り
有吉末記長掃が了一一

!折損角箸不定形の間取り

2.1 IJ;プJ ポックリ 友下JIl

2.IIJ?プt; 1室副l下駄台部のみ

一 先端に玉房状の目IJり11¥し 法部に問状の彫り込み

18.0 I -

川一川同一 i 迫構外!木製品 1Hk I - I - 1 -

21 画用木製品imト
山一什日 71;書締外 i木製品i主li楽 iー

5
一1

6
…
j
 

B
}
7
 

日
一
日

目
一
日
間

日1--川181逃桃外 i木製品 i不明 I-I -I _:: 
92 川 一|蹴外i木製品i不明 I-I 
E士百一了li立構外i木製品i不明 lて ト一一一ト一一一

町1111 - 1;遺構外|銭笠| 一 訂形 1 -

93--1211日 111;世杭舛l斜製品!キセ v 一 白

93-13119-IOljlHM什銅製品!キセ L 一一

94-1119-121蹴外lガラス弘，::，1瓶 1 -
94-2119-131治構外向ス盟品 絞 -

1 川樹首外 J1:¥1.¥認 E主 体自l・底部 一

一 日ー什逃憐外羽:iF.器 鐙 口頭部i1 -

Ili-1引j自檎外淘磁器 不可I1 綾部 司

日2-3115-41酎机|木製品 ィ;u月 E ー

92.-4 逃椛外木製品 不可!

92 5 15-6 逃構外木製品 折i"1

93--1 法t諸外 銭貨 完J[;

93- 遺憾外 Ii!.¥貨 完JI01 -

93-3 遺構外 銭貨 完J[;1 ー

93-4 1豊橋外 銭:!1 完!日

93-5 ili構外 銭l'i 完!日， -

93-6 追|告外 銭:!1 ，元#GJf~日

93-7 逃構外 銭貨 う主形

93-8 j宣構外 銭貨 'フbロJEシr 

93-9 i自椛外 銭貨

自3-10 i島情外 銭笠 JC形

- ，ご|ゴー

一 i_ 1 - i _ 

一間引で
-1 -Illfjj郊に波状文

図版 17-15と|百!一似体

19-81 SKIO日|自然遺物 -1 - 1 - 11'JI!Jt 5 i!，( 穴あき 11，I，I，
ヨー 1_ I栃 5点19-91 SK109 1臼然遺物I _ I _ 

参考文献

1.窯跡研究会 『古代の土師器生産と焼成遺構J真陽社 1997 (平成9)年
2. 山田真一 「信撲の 9世紀代の土器生産J ~北陸古代土器研-究』 第6号 北陸占代土器研究会 1997 (平成9)年
3. 日本道路公団名占屋建設局・長野県教育委員会・ (財)長野県埋蔵文化財センター 『中央自動車道長野線埋蔵文化財

発掘調査報告書4 松本市内その 1- 総論編J (財)長野県埋蔵文化財センタ一発掘調査報告書4 1990 (平成 2)年
4.財団法人 埼玉県埋蔵文化財調査事業団 「森坂遺跡J ~首都圏中央連絡自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告
四一』 埼玉県塩蔵文化財調査事業団報告書 第 165集 1996 (平成 8)年

5.鳩山窯跡若手遺跡調査会・鳩山町教育委員会 「埼玉県比企郡 鳩山窯跡群 盟J ~鳩山窯跡群発掘調査報告書第 3ffU 
一工人集落編(1)-J 1991 (平成 3)年
6. 鳩山窯跡群遺跡調査会・鳩山町教育委員会 「埼玉県比企郡 鳩山窯跡群 IV J ~j4富山窯跡群発掘調査報告書第 4 冊
一工人集落編 (2)-J 1992 (平成4)年

25 



第4章調査の記録

第 10衰 遺構内遺物出土状況図。遺物実測図対応一覧表

挿図 遺物番号 挿区i 実測図番号

第9図 SKI02遺物出土状況図 ① 第24区1SK01. SKI02 • SK12出土造物 3 

① 第25図 SD03出土遺物(1) 7 

② 第25図 SD03出土造物(1) 5 

③ 第29図 SD03出土遺物(5)

第13図 SD03遺物出土状況図 ④ 第 28図 SD03出土遺物(4)

⑤ 第29図 SD03出土遺物(5) 2 

⑥ 第27関 SD03出土遺物(3)

⑦ 第28図 SD03出土造物(4) 2 

第15~1 SD07遺物出土状況図 m 第301司 SD07出土j毒物 l 

(1) 第331文1SKI0911¥土遺物(3) SK10出土j毒物 2 

② 第32図 SKI09山土遺物(2)

③ 第31I主1SKI09出土遺物(1) 4 

④ 第31図 SKI09出土遺物(1)

第17関 SKI09. SK10遺物出土状況図 ⑤ 第32図 SKI09出土遺物(2) 。ιd 
(Eわ 第31図 SKI09出土遺物(1) 3 

⑦ 第31図 出遺物( 5 
管) 第31図 SKI09出土造物(1) 2 

⑨ 第33図 SKI09出土造物(3)e SK10出土遺物 4 

ω l 第421支1SX15出土遺物(9)

@ 第34関 SX15出土遺物(1) 4 

(② 第35図 SX15出土造物(2) 6 

③ 第35図 SX15出土造物(2) 5 
@ |第43図 SX15出土遺物(1日

⑥ 第37図 SX15出土遺物(4) 5 

⑦ 第39図 SX15出土造物(6) 2 

⑧ 第42図 SX15出土遺物(9)

⑨ 第37図 SX15出土造物(4) 2 

⑬ 第37区1SX15出土遺物(4) 4 

⑪ 第34図 SX15出土造物(1) 3 

第19図 SX15遺物出土状況図 ⑫ 第36図 SX15出土遺物(3) 5 

⑬ 第37図 SX15出土遺物(4) 7 

⑭ 第37図 SX15出土遺物(4)

⑬ 第42図 SX15出土遺物(9) つ

⑬ 第42図 SX15出土遺物(9) 3 

⑫ 第36図 出土造物(3) 6 

⑬ 第35図 出土造物(2)

⑩ 第35図 出 ;物(: 。円
d通 第43図 SX15出土遺物(川 2 

⑫ 第43図 SX15出土遺物(10) 3 

⑫ 第36図 SX15出土遺物(3) 4 

⑫ 第40図 SX15出土造物(7) 2 

① 第49図 SJl8出土遺物(5) 3 

② 第45図 SJl8出土遺物(1) 2 

第20図 SJl8.SJl8造物出土状況図
③ 第45図 S]l8出土遺物(1)

④ 第47図 SJ18出土j毒物(3)

⑤ 第48図 SJl8出土造物(4)

⑥ 第48図 SJl8出土造物(4)
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- 50.9 

l 黒褐色土(lOYR3/1) 粘性強 しまり強

炭化物・!詰植混入地山粒が混入

。

第l節検出遺構と出土造物

SK12 

A 

A 旦50.9

l 黒褐色土(10YR3/1) 粘性強 しまり強
炭化物。腐他混入地山粒かi混入

。

小宮

A B 
-51β 

l 黒色土(lOYR2/1) 多量の炭の塊と

わずかに干[li't生塊混入

2 黒色土(5Y2/1) 粘土質シルト

多量の灰内色粘土の塊混入

3 ，明緑灰色土(5G7/1) 粘性強 しまり有り
黒色土(10Y2/1) 炭化物の塊わずかに混入

。 1 m 

第8図 SK01.. SK 12争 SK13φSK32
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第4章調査の記録
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A ぺ¥
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B 

~/やも

粘性有り

しまり有り 火山灰・

粘土の塊・炭化物・腐植

と小枝が混じる

2 灰黄褐色土(10YR4/2)
腐植の!二 lこ 2~3mm くらいで

粘性のある土がのっている

3 黒色土(7.5YR2/l)または
(7.5YR1.7/1) 腐植が多量
に混入

4 灰自色土(7.5YR8/2)

火山灰層 小枝が混入

5 黒褐色(lOYR2/2) 腐植と

小枝が混入

6 黒褐色土(10YR3/l) 上部に
箆5~lOmmの炭化物が混じり

!底部には径5~lOmmの炭化物

B 

旦50.8

訂1

第9図 S KI02 .. S KI02遺物出土状況国
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第 1節検出遺構と出士造物
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第4章調査の記録
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SD03A-B 
黒褐色土(lOYR3/1) しまり有り 火山灰がわずかに出入 腐植混入

灰白色土(7.5YR8/2) 火山灰層 5、6ヶ所に火山氏の塊(探lOmrn以上)
3 黒褐色土(10YR3/2) 粘性有り しまり有f) クライ化した粘土混入

腐植わずかに混入

4 黒掲色土(lOYR3/1) 粘性有り グライイヒした粘土が多量に混入

SD03C-D 
l 黒褐色土(lOYH3/1) 粘性有り しまり有iJ 炭化物混入

2 黒褐色土(JOYH3/1) 火山灰の捜混入 炭化物及び賭植の混入

3 黒褐色十:(10YR3/1) 宅li'rl[有灯 火山灰わずかに混入

ゲライ化した粘土が多聞に混入 防総混入

SD03E F 
黒褐色土(lOYR3/1) しまり有り 腐植混入

黒褐色土(lOYR3/1) 粘性有り しまり有り 火山灰わす‘かに混入

黒褐色土(lOYR3/1) 粘性有り 火山氏及び:Ji#1植がわずかに混入

グライイヒした粘土が多量に混入

。 1m 

SD03G-H 
l 黒掲色土(lOYR3/1) しまり有り

2 黒褐色土(lOYR3/11 しまり有り 火山灰わずかに混入 !高根も混入

3 灰白色土(7.5YR8/2) 火山灰層

4 黒褐色土(lOYR3/ノ1) グライ化した粘土が多量に混入

SD031 -J 
虫色土(lOYR2/1) しまり有り 火山灰の塊混入

a 黒色土(lOYR2/l) しまり有り 火山灰がわずかに混入

b しまり有り 腐植混入 火山灰わずかに混入

c 火LIID<わずか混入
d 腐植混入 火山l天わずかに混入

黒褐色土(2.5Y3/2) 粘性有り クライ化した粘土が多量に混入

SD03Kーし
黒褐色:]:OOYR3/り しまり有り 火山灰わずかに混入

黒褐色土(lOYR3/1) 火山氏わずかに混入 グライ化した粘土混入

3 a 黒褐色土(2.5Y3/1) 粘性有り

b 黒褐色土(2.5Y3/1) 粘性有り しまり有り グライ化した粘土わずかに混入

c 黒褐色土(2.5Y3/1) 粘性有り しまり有り グライ化した粘土混入

黒褐色土(2.5Y3/2) 粘性有り グライ化した粘土が多量に混入

第12図 SD03(3) 

32 



くごう

£
~
畑
一
叩
け
市
川
古
川
吋
…
権
時
蝿
一
古
都
福
何
日
休

寸

の

・

的

的

図
M
m
u
寺
川
明
沼
宰
制
的
。
心
的
図
的
↑
域

@ 

⑨ 
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A 
4 2 3 

1 

¥ 

5 12 50.9 

¥ 

¥ 
¥ 

第 l節検出遺構と出土遺物

/ 

1 黒褐色土(lOYR3/1) しまり強 ζくわずかに火山灰混入 (箆2~5冊目)の黒色土混入
黒色土(10YR2/1) しまり有り 腐績が多量に混入

黒褐色土(10YR3/1) 粘性有り 腐植混入 (2)菌より少ない)

4 黒褐色土(10YR3/2) 粘性有り ごくわずかに火山灰混入 わずかに賭植混入

黒褐色土(lOYR3/1) 粘性有り わずかに腐植混入

黒褐色土(10YH3/2) 粘性有り わずかに1完結混入

。 2m 

第14図 S007
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第4章調査の記録
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第15図 S007遺物出土状況図
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第 1節検出遺構と出七遺物

SK109G-H 2/27 粘性有り
1 黒褐色土(1(三一九Jずかに炭化物混入

:信
弘混入しまり有り
粘性強

今上
‘や

B 

D ミテ

SKI09 

's-~\.\j 
2 

2. 51 
SKI09 

家Z

。
時¥ SKI09. SK iO 第i6¥部

37 

2m 



第4章調査の記録

⑥ 
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SK10 
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打1

第17図 SKI09" SK10遺物出土状況函
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第 1節検出遺構と出土遺物
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旬、

A ~抽9
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黒色十(日 2/1) 帖 L'酉メルト 地山粒・炭化物粒わずかに揖入腐植握人

。 2m 
~t 。 2m 

第18図 SX15 第19図 SX15遺物出土状況図
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第 1節検出追構と
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1 黒色土C7.5YH2./1) 粘土塊の混入

j二器片が届状に密集

炭化物が薄く層状に密集

4 明褐色土(7.5):ザR5/6) 淡l¥焼土粒が分布
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⑥ 

2m 

第20図 SJ 18 6 SJ 18遺物出土状況図
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第4章調査の記録
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第5章 自然科学的分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

十二牲B遺跡の位置する横手盆地中部付近の東縁には、奥羽山脈から盆地に流れ込む河川によって

扇状地が形成されこれらが山脈の西縁部にそって南北方向に配列し複合扇状地が発達している(経済

企画庁， 1972)。十二牲8遺跡付近では、金沢本町の市街地をほぼ扇頂とする金沢の小扇状地が形成さ

れており、遺跡の位置はこの扇状地の震央のやや南よりに相当する。また、この付近には大森山吉鞍

掛山、飯詰IlJなどの小丘陵が分布するが、これらは新第三系中新統上部~鮮新統の堆積岩からなる残

丘である。

十二牲B遺跡の発掘調査では、平安時代の遺構や遺物が検出されている。本報告では、これらに関

連する試料について年代測定、テフラの同定、花粉分析および樹種同定を行うことにより、十二牲B

遺跡における過去の環境および生業に関する資料を作成する O

1 .試料

試料は、試料番号 1'"'-'7までの 7点である。各試料の内訳は次の通りである。試料番号 1はSKI02

土住居)火山灰サンア。jレ、試料番号2はSKI02覆土 (3層)土壌サンフ。jレ、試料番号3はSKI02覆土

(5層)土壌サンフ。ル、試料番号4はSK32 (中心部)土壌サン7
0

)レミ試料番号5はSKP14出土木

材サンフ。ノレ、試料番号6はSKP20出土木材サンフ。ノレ、試料番号7はSKP14出土木材サンプノレである。

これらの試料のうち、年代測定には試料番号5のI点、テフラ分析には試料番号 1のl点、花粉分

析には試料番号2，...__4までの 3点、樹種同定には試料番号久 7の2点がそれぞれの分析に供される。

なお、試料番号2，.._，4のうち、花粉が検出されない試料については植物珪酸体分析を行う。

2.分析方法

(1) 放射性炭素年代測定 (AMS法)

年代測定は、加速器質量分析計による質量分析 IVIS)法による放射性炭素年代測定を行っ

た。なお測定に際しては(株)地球科学研究所の協力を得た。

(2) テフラ分析

試料を適量蒸発血に取り水を加え、小型超音波洗浄装置により分散、泥水を流し去る O この操

作を繰り返すことにより、泥分を除去する。得られた砂分を実体鏡下で観察し、スコリア、火山

ガラス、軽石の産状および特徴を調べる。

なお、後述するように今回はテフラの識別のために火山ガ、ラスの屈折率測定の概査も行った。

測定は、古津 (1995)の温度変化型屈折率測定装置 (MA1 0 T)を用いた。

(3) 花粉分析

試料を湿重で約5g秤量し、傾斜法、水酸化カリウム処理、簡別 (250μm)、重液分離(臭化亜

鉛，比重2.3)，フッ化水素酸処理1 アセトリシス処理(無水酢酸:濃硫酸 9: 1)のj[慣に物理・化



学的な処理を施して花粉@胞子化石を分離 e 濃集する。処理後の残溢をグリセリンで封入してプ

レパラートを作製した後、光学顕微鏡下でプレパラート全国を走査し、出現する全ての種類につ

いて同定@計数を行う。

結果は同定・計数結果の一覧表および主要花粉化石群集の層位的分布図として表示する。図中

の各種類の出現率は、木本花粉が木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子が総数より不明花粉を

除いた数をそれぞれ基数とした百分率で算出する。なお、図表中で複数の種類をハイフォン(-)

で結んだものは種類間の区別が国難なものを示す。

(4) 植物珪酸体分析

今回の調査では、 SK32内に植物珪酸体を含む珪化組織が残留していることが予想された。植

物珪酸体は植物体の葉や茎にあって列などの組織構造を呈している。植物体が土壌中に取り込ま

れた後は、ほとんどが土壌化や撹乱などの影響によって分離し単体となるが、組織片の状態で残

留する場合もある O 組織片の出現は、燃料材や住居構築材を検討するi擦に有効な情報を提供する

(例えば、パリノ。サーヴェイ株式会社， 1993)。今回も、組織片の産状に着目する。 以下に、方

法を述べる。

試料を湿重で約5g秤量し、過酸化水素水・塩酸処理、超音波処理 (70W，250KHz， 1分間入

沈定法、重液分離法(ポリタングステン酸ナトリウム，比重2.5)のJI国に物理。化学処理を行い、

植物珪酸体を分離@濃集する。これを検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下@乾燥さ

せる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製するo400倍の光学顕微鏡下で全

面を走査し、その間に出現するイネ科葉部(葉身と葉鞘)の葉部短縮胞に由来した植物珪酸体〈以

下、短縮胞珪酸体と呼ぶ)および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体(以下、機動細胞珪酸体と

呼ぶ)を含む組織片について、近藤・佐瀬 (1986)の分類に基づいて同定・計数する。結果は、

検出された種類とその偶数の一覧表で示す。

(5) 材同定

剃万の刃を用いて木口(横断面) .柾目(放射断面) ・板目(接線断面)の 3断面の徒手切片

を作製し、ガム・クロラーノレ(抱水クロラール，アラビアゴム粉末， グリセリン，蒸留水の混合

液)で封入し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定する。

3.結果

(1) 放射性炭素年代測定 (AMS法)

測定年代値は、 1430土50yBPである。また、 δ13Cの測定による補正年代値は、 1370=l:50yBP

である。この年代は、およそ 6 世紀末~7 世紀初頭頃に相当する。

(2) テフラ分析

多量の軽石および火山ガラスが検出された。軽石は、径約 1mm程度であり粒径の淘汰度は非常

に良好である。軽石の色調は全て白色であり、どれもスポンジ状に細かく発泡している。火山ガ

ラスは、細砂~極細砂径であり、無色透明の細かく発泡した軽石型が多く、これに無色透明の薄

手平板状のバブル型が少量混在する。軽石型火山ガラスの中には引き伸ばされた発泡により繊維

束状を呈するものもある。後述するTo-aの火山ガラスは n1.496'"'-'1.504、B明Tmの火山ガラス
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は n 1.511~ 1.522 という値を示す(町田@新井， 1992)。今回の試料では、屈折率測定の概査によ

り軽石型火山ガラスとバブル型火山ガラスともに上記B幽Tmの値の範囲に入る屈折率のものが

4割程度混在していることが確認された。

(3) 花粉分析

結果を表ト図 1に示す。 SKI02覆土の 3層と 5層から採取された 2点では、花粉化石が比較

的良好に検出される。 SK32覆土(中心部)は、花粉化石が全く検出されず、無化石である。 SKI

02覆土から採取された 2点から得られる花粉化石群集は類似している。木本花粉では、スギ属が

最も高率に出現し、次いでマツ)嵩@サワグルミ属-クルミ属@ブナ属 e コナラ属コナラ亜属 e ク

リ属。トチノキ属などを伴う。ただし、両試料とも総花粉・胞子に対して木本花粉の占める割合

が低率である O

草本花粉の出現傾向は、 5層と 3層で若干異なる。 5層では、ヨモギ属が多産し、イネ科・カヤ

ツリグサ科・クワ科などを伴う。これに対して 3層になると、引き続き同様な種類が検出される

が、クワ科が多産する。このクワ属は、しばしば花粉塊として検出される O この他、出現率が低

いが、サジオモダカ属・オモダカ属@ミズアオイ属と水生植物に由来する花粉化石が検出され

る。

(4) 植物珪酸体分析

結果を表2に示す。試料からは、珪化組織片は全く認められない。なお、単体の植物珪酸体と

してタケ亜科やウシクサ族(ススキ属を含む)がわずかに認められるに過ぎなし'0これら僅かに

検出される植物珪酸体は保存状態が悪い。

(5) 材同定

SKP20出土木材はカエデ属に、 S五P14出土木材はオニグノレミに同定された。主な解剖学的特

徴を以下に記す。

ーオニグルミ(Juglansmandshurica Maxim. subsp. sieboldiana (Iv1axim.) Kitamura) 

クルミ科クルミ属

散孔材で年輪界付近でやや急に管径を減少させる。管子しは単独および2'"'-'4個が複合、横断面で

は楕円形、管壁は薄い。道管の穿子しは単一、壁孔は密に交互状に配列する。放射組織は向性~異

性理型、 1"-'4細胞ijl語、 1，......，40細胞高。

e カエデ罵 (Acer) カエデ科

散孔材で管壁は薄く、横断面では角張った楕円形、単独および 2"-'3個が複合、晩材部へ向かつ

て管径を漸減させる。道管の穿孔は単一、援孔は対列~交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認

められる。放射組織は向性、 1，...._，5縮胞幅、 1，...._，40細胞高。木口語で帯状の不規則な紋様が認めら

れる。

4.考察

(1) 検出されたテフラについて

試料が採取された層伎と遺跡の地理的位置から、試料から検出されたテフラは、十和田aテフ

ラ (T0欄 a)または白頭111苫小牧テフラ (B嗣Tm)のいずれかに対比される。町田ほか (1981)

。。



の記載に従えば、軽石を含むことと軽石摺火山ガラスに富むことから、試料が採取された堆積物

の主体はTo-aであると考えられる。 To嗣 aは、十和田カルデラを給源とし、考古資料および文

献資料などから平安時代の A.D.915年に噴出したと考えられている(町田ほか， 1984)。なお、上

述のように火山ガラスの中には、 B国 Tmに由来する火山ガラスも混入している。 B-Tmは、中国

と北朝鮮の国境にある白頭山を給源とし、 To同aの噴火より数十年後に噴出したと考えられて

いる(町田@新井， 1992)。

両テフラの降灰年代が近接していることとどちらのテフラも細粒であること、さらに人為の及

ぶ時代と場所であったことなどから、 T0-a堆積物にB聞 Tmに由来する火山ガラスが混入した

と考えられる。

(2) 遺跡周辺の古環境

5層および3層の花粉化石群集は類似している。このことから、 To・a降灰前後の遺跡周辺の

森林植生は、 To個 aの降灰による壊滅的な被害を受けることなく、スギ、を中心としてブナ鹿・コ

ナラ亜属穆クリ属といった落葉広葉樹や針葉樹のマツ属などが混じる植生が続いていたと考えら

れる。また、花粉化石で検出されるサワグルミ庸一クルミ属 eハンノキ属 e ニレ属一ケヤキ属 e

トチノキ属・トネリコ属などは、渓谷林や河畔林を構成する要素を含むことから、これらの種類

が河川の周辺に生育していたと思われる。ところで、辻(1981)は、完新世後半以降になると、

秋田県日本海沿岸部ではコナラ亜属-ブナ属帯、スギ属-ブナ属一コナラ亜属帯、マツ属帯の 3

地域花粉帯が設定できるとし、また山地部では常にブナ属が優占してスギ属やマツ)霞の拡大が山

地深部まで及んでおらず、これらの増加 e拡大が低地やその周縁地域を中心に起こったとしてい

る。今回の調査結果は変遷様式を捉えることができないが、辻 (1981)が設定した 3地域花粉帯

でスギ属-ブナ属 コナラ軍属帯と類似した組成を示す。しかし、今回調査地が横手盆地の縁辺

部に位置し、日本海沿岸部と地理的に離れた場所であることから、必ずしも同様な植生であった

と断定できず百今後とも資料を蓄積する必要がある。

一方、草本花粉の出現傾向をみると、総数に対して草本花粉の占める割合が高い。特にヨモギ

属が高率に出現し五イネ科・カヤツリグサ科@クワ科などを伴う。これより、周辺の低地は、先

に示した草本類が生育する開けた草地のような状態であったとみられる O なお、 3層では、クワ科

の花粉化石が多産するが、しばしば塊状で検出されることから、調査地の近傍にクワ科が生育し

ていたと思われる。また、 3層になると、サジオモダカ属@オモダカ属@ミズアオイ属などが検出

される。これらの種類は、水生植物であることから、周辺には先に示した水生植物が生育する水

湿地が存在していたと考えられる。

(3) SK32に関する検討

SK32覆土(中心部)からは、花粉化石が全く検出されなし1。これは、何らかの要因により花粉

化石が分解・消失した可能性がある。一方、植物遺体の包含を示唆する珪化組織片も全く認めら

れない。そのため、 SK32内にイネ科草本類が混入していることは考えにくし1。植物遺体が混入し

ているとすれば、樹木に由来するものと思われる。なお、わずかに検出されたタケ亜科やウシク

サ族(ススキ属を合む)は保存状態が悪く、植物遺体に由来するものとは考えにくし1。おそらく、

周辺の土壌と共に混入したものと思われる。

Q
d
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試料番号
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試料名

播物珪酸体分析結果

類

表2

手重

イネ科葉部短縮胞珪酸体

タケ亜科 1 

ウシクサ族ススキ属 1 

不明キピ型 1 

不明ダンチク型 l 

イネ科葉身機動細胞珪酸体
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1

A
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イネ科葉部短縮抱珪酸体

イネ科薬身機動細胞珪酸体
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第8章まとめ

十二牲B遺跡の調査では、平安時代 (9'"'-'10世紀)を中心に多様な遺物(主に須患器@土師器@木製

品)が出土したものの、遺構の検出数が少なく、遺跡の性格を明確に捉えることができなかった。本

遺跡の調査結果から得られた成果と課題について述べてみたい。

遺跡の核心部と思われる区域の中心的な位置に掘立柱建物跡 1棟 (SB45)と土師器焼成遺構 1基

(SJ18)及び糠轍穴様ピット 1基 (SK32)が、覆土や出土遺物の特徴からほぼ同時期に存在していた

と考えられる。本遺跡の近傍では、須恵器窯跡数基の分布が既に確認されており、このことから類推

して上記3遺構は、この地にあって土器生産に携わっていた工人たちの施設として機能していたもの

と考える O

土師器焼成遺構 (SJ18)についての考察を列記してその特徴を検証すると、①焼土の色が淡くやや

脆いが、被熱痕跡の証となる焼土の分布が底面のほぼ全体に確認できる。②焼土の色調が被熱度合い

の弱さあるいは頻度の低さを示している。③平面形が円形を基調とし、直線的な面を形成していない。

④土坑の掘り込みが浅く、底面が比較的広い。⑤規模が小型の部類に属する。⑥土坑底面付近に主燃

料である薪を並べて土器を焼成したと思われる炭化物の集中分布が見られる O ⑦焼成時の膨溜作用に

よって発生した変形土器や土師器の破裂小剥片等の焼成遺物が出土している。③遺構の廃絶後あまり

長い時間を経ないで堆積したと思われる火山灰 (To a)の検出によって、推定廃絶期が 10世紀初頭

である O ⑨擁櫨土師器が多数出土している。⑬出土した土師器の器種や器形が、一般的に土師器焼成

坑で生産されていたものと一致する。

以上のことから、 SJ18は窯跡研究会編 f吉代の土邸器生産と焼成遺構Jで分類する B類焼成坑豆類

のタイプに属する土師器焼成坑であると考える。

また、現在のところ東北地方において出土例がない突帯付須恵器査については、出土例が豊富で研

究も進んでいる長野県の報告例と比較してみると次のようなことが判明した。①長野県内の出土例

に、腕部上半部に l条の断面台形の「突帯」が付けられ、退化したような把手状の「耳」が4ヵ所に

対称、的に付けられているが、本遺跡出土の壷は「耳Jを持たず、肩部に 2条の平行に巡る「突帯」が

付けられている。(長野では非常に稀である。)②本遺跡出土の壷には、長野県内の出土例では非常に

稀な「高台jが付けられており、腕部にタタキが施されていない点も長野県内出土例とは異なる特徴

である。

以上のことから、本遺跡で出土した突帯付須恵器議は、長野県で特有の突帯付回耳壷とは別系統の

可能性があり、この遺物の生産@伝播及び主たる用途等についての検証は、今後の重要な検討課題と

しfこい。

円必ワム
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ヰI 一世 陶磁器@銭貨 ない。本県及び近

近 佐世 木製品@石製品 隣各県の今後の出

土例にそのルーツ

解明を期待する。
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